
広報さいじょう　2008　9月号�

文化会館イベント情報 etc当番病医院、ふるさと探訪 etc

情報最前線
サイクスインフォメーション
施設ガイド
カメラスポット

定期無料相談
人権・同和教育シリーズ etc
保健センターだより

Happy Birthday、文芸広場 etc

支所だより

ふるさと産品通信



　予算とは、１年間の収入（歳入）と支出（歳出）に関する見
積もりをまとめた「計画」のことです。決算とは、実際の収支
をまとめた「実績」に当たります。

予 算 ・ 決 算 と は ？

市 の 会 計 は ３ 種 類
　福祉や教育、道路整備など、市政運営の基本
となる会計です。

　国民健康保険や介護保険など、一般会計と区
分する必要がある特定事業の会計です。

　企業経営という観点から、独立して経理する
会計です。

一般会計

特別会計

企業会計
※本文中の金額は、１万円未満を四捨五入しています。
　市民１人当たりの計算は、平成20年３月31日現在の人口（115,047人）を基にしています。
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平成19年度の主な事業

■市税：市民税や固定資産税など、市民の皆さん
　　に納めていただいたお金です。

■地方交付税：市の財政状況に応じて国から交付
　　されたお金です。

■国庫支出金：特定の事業を行うために国から交
　　付された負担金、補助金などのお金です。

■市債：特定の事業を行うために、国などから借
　　り入れたお金です。

■繰越金：前年度から持ち越された剰余金のこと
　　をいいます。事業を持ち越すことで必要にな
　　ったお金も含みます。

■県支出金：特定の事業を行うために、県から交
　　付された負担金、補助金などのお金です。

■分担金・負担金：市の事業で特定の利益を受け
　　た人に負担していただいたお金です。
　使用料・手数料：市の施設の使用や、住民票の
　　交付など、特定の行政サービスを受けた人に
　　負担していただいたお金です。

■民生費：社会福祉や医療助成など、安定した社
　　会生活を保障するために使ったお金です。

■総務費：市庁舎の維持管理や戸籍、徴税、選挙、
　　監査事務など市の総括的な事務に使ったお金
　　です。

■公債費：国などから借り入れたお金（市債）の
　　返済などに使ったお金です。

■土木費：道路、河川、公園、市営住宅などの整
　　備や維持管理に使ったお金です。

■教育費：幼稚園や小中学校、社会教育や保健体
　　育など、教育各般に使ったお金です。

■衛生費：健康診断や各種検診、ごみ処理など、
　　健康で衛生的な生活環境を保つために使った
　　お金です。

■農林水産業費：農業、林業、水産業の振興に使
　　ったお金です。

■議会費：議会の運営などに使ったお金です。
　商工費：商工業の振興や観光の振興などに使っ
　　たお金です。
　消防費：消防や救急活動に使ったお金です。
　災害復旧費：災害によって道路や農地、山林な
　　どに生じた被害を復旧するために使ったお金
　　です。
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写真は東予南地域交流センターの AED
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国民健康保険 133億9,197万円 132億7,886万円 128億　429万円 4億7,457万円
老人保健 140億9,084万円 129億6,513万円 129億6,513万円 0　円
介護保険 90億3,599万円 84億9,417万円 82億5,178万円 2億4,239万円
 うち介護保険事業勘定 86億1,623万円 81億　329万円 79億　733万円 1億9,596万円

0　円

 うち介護サービス事業勘定 4億1,976万円 3億9,088万円 3億4,445万円 4,643万円
簡易水道事業 1億9,654万円 1億9,368万円 1億6,055万円 3,313万円
公共下水道事業 72億8,197万円 72億　573万円 72億　573万円 0　円
小規模下水道事業 8,285万円 7,600万円 7,600万円 0　円
港湾上屋事業 581万円 581万円 577万円 4万円
ひうち地域振興整備事業 10億2,525万円 9億2,740万円 9億2,740万円

560万円 376万円 376万円 0　円
2億7,521万円 2億6,071万円 2億6,071万円 0　円
2,279万円 2,264万円 2,264万円 0　円
2,964万円 2,703万円 2,703万円 0　円
3,825万円 2,403万円 1,189万円 1,214万円
770万円 638万円 590万円 48万円
527万円 519万円 406万円 113万円

454億9,568万円 434億9,652万円 427億3,264万円 7億6,388万円

土地開発事業
小松地域交流事業
本谷温泉事業
住宅新築資金等貸付事業
畑地かん水事業
庄内財産区
壬生川財産区

合　　　計

会　計　区　分 予　算　額 歳　　入 歳　　出 差引（歳入－歳出）

収入（収益）　　　8億　552万円
支出（費用）　　　7億4,088万円
差引（収入－支出）

企業債の現在高  　74億　751万円
6,464万円

収入（収益）　　 17億8,140万円
支出（費用）　　 28億9,772万円
差引（収入－支出）

企業債の現在高　 27億4,944万円
△11億1,632万円

決算報告の詳しいお問い合わせは

市庁舎本館財政課　財政第２係
　　　　　　　　　℡0897－52－1271

一般会計
特別会計

447億1,717万円
266億9,434万円

　介護保険   1億3,835万円
　　うち介護保険事業勘定 7,485万円
　　うち介護サービス事業勘定 6,350万円
　簡易水道事業 9億5,934万円
　公共下水道事業 236億　418万円
　小規模下水道事業 1億4,655万円
　ひうち地域振興整備事業
　小松地域交流事業

9億　783万円
7億8,159万円

　本谷温泉事業 8,355万円
7,295万円　住宅新築資金等貸付事業

714億1,151万円合計

会計区分 現在高 土地　　　2,911万6,400 平方メートル

建物　　　　 52万　　9 平方メートル

基金　　　 　89億9,408 万円

有価証券　　　　 1,774 万円

出資金　　　　　 1,953 万円

債権　　　　　7億5,076 万円

病 院 事 業 会 計水 道 事 業 会 計
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▲調印後、握手を交わす
　（左から）アサヒビー
　ル㈱四国工場の滝口進
　工場長、伊藤市長、ア
　サヒ飲料㈱四国支社の
　清水將生支社長

▲

市庁舎で執り行われた
　調印式の様子

　

7
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日
に
実
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さ
れ
た
農
業
委
員
の

一
般
選
挙
の
結
果
、
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の
農
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員
が

次
の
と
お
り
誕
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し
ま
し
た
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敬
称
略
）

　

西
条
市
の
農
業
の
発
展
を
託
さ
れ
た
皆
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ん
の
ご
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躍
に
期
待
し
ま
す
。

■
会
長

　

近
藤
康
伸
（
旦
之
上
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■
会
長
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務
代
理
者

　

藤
田
要
雄
（
玉
津
）

■
地
区
別
農
業
委
員
会
委
員

飯
岡　
　

髙
橋　

悟
（
飯
岡
）

大
町　
　

石
橋
和
歓
（
福
武
甲
）

　
　
　
　

高
橋
元
正
（
大
町
）

　
　
　
　

宮
﨑　

浩
（
福
武
甲
）

玉
津　
　

髙
橋
由
則
（
下
島
山
甲
）

　
　
　
　

平
田
忠
士
（
下
島
山
甲
）

　
　
　
　

藤
田
要
雄
（
玉
津
）

神
拝　
　

越
智
易
孝
（
樋
之
口
）

神
戸　
　

髙
橋
信
晃
（
中
野
甲
）

　
　
　
　

徳
増
稚
養
一
（
安
知
生
）

　
　
　
　

野
口
公
哉
（
安
知
生
）

橘　
　
　

日
野
哲
也
（
坂
元
甲
）

　
　
　
　

楠　
　

学
（
坂
元
甲
）

禎
瑞　
　

加
藤　

茂
（
禎
瑞
）

氷
見　
　

稲
垣　

登
（
氷
見
乙
）

　
　
　
　

日
野
重
忠
（
氷
見
丙
）

　
　
　
　

丹　

常
夫
（
氷
見
甲
）

周
布　
　

塩
崎
幸
隆
（
周
布
）

　
　
　
　

越
智
貞
臣
（
吉
田
）

吉
井　
　

塩
崎
英
昭
（
今
在
家
）

　
　
　
　

山
内　

隆
（
石
田
）

　
　
　
　

渡
辺
勝
司
（
広
江
）

多
賀　
　

石
原　

尚
（
三
津
屋
）

　
　
　
　

越
智
廣
幸
（
北
条
）

壬
生
川　

曽
我
部
恒
夫
（
大
新
田
）

国
安　
　

藤
原
敏
隆
（
高
田
）

　
　
　
　

杉
野　

明
（
桑
村
）

吉
岡　
　

大
西
正
範
（
上
市
）

楠
河　
　

松
木
一
博
（
河
原
津
）

三
芳　
　

垂
水
久
明
（
三
芳
）

　
　
　
　

茎
田
元
近
（
三
芳
）

庄
内　
　

行
本
國
夫
（
福
成
寺
）

　
　
　
　

近
藤
康
伸
（
旦
之
上
）

丹
原　
　

別
宮
岩
義
（
丹
原
町
今
井
）

　
　
　
　

岡
田　

初
（
丹
原
町
丹
原
）

徳
田　
　

渡
部
菊
秀
（
丹
原
町
高
知
）

　
　
　
　

桑
村　

實
（
丹
原
町
古
田
）

田
野　
　

山
内
政
志
（
丹
原
町
高
松
）

　
　
　
　

徳
永
安
信
（
丹
原
町
田
野
上
方
）

　
　
　
　

兼
頭
安
一
（
丹
原
町
北
田
野
）

中
川　
　

今
井
三
郎
（
丹
原
町
関
屋
）

　
　
　
　

今
井
啓
一
（
丹
原
町
関
屋
）

桜
樹　
　

佐
伯
良
男
（
丹
原
町
鞍
瀬
）

小
松　
　

戸
田
博
明
（
小
松
町
北
川
）

　
　
　
　

久
松
博
重
（
小
松
町
新
屋
敷
）

　
　
　
　

玉
井
三
山
（
小
松
町
新
屋
敷
）

石
根　
　

曽
我
義
一
（
小
松
町
大
郷
）

　
　
　
　

神
野
忠
治
（
小
松
町
大
頭
）

　

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
㈱
四
国
工
場
お
よ

び
ア
サ
ヒ
飲
料
㈱
四
国
支
社
と
西
条

市
と
の
間
で
「
災
害
時
に
お
け
る

飲
料
水
等
の
提
供
協
力
に
関
す
る
協

定
」
を
締
結
す
る
こ
と
と
な
り
、
８

月
１
日
に
市
庁
舎
で
調
印
式
が
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
地
震
や
風
水
害
な

ど
災
害
時
に
お
け
る
飲
料
水
な
ど
の

応
急
対
策
と
し
て
、
災
害
発
生
時
に

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
㈱
四
国
工
場
内
の
製

造
水
１
０
０
０
㌧
や
、
ア
サ
ヒ
飲
料

㈱
四
国
支
社
の
自
社
製
品
（
ウ
ー
ロ

ン
茶
等
）
約
16
㌧
分
の
飲
料
水
を
、

無
償
で
市
へ
提
供
し
て
い
た
だ
く
も

の
で
、
協
定
書
に
は
、
そ
れ
ら
の
手

続
き
や
運
搬
方
法
な
ど
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

調
印
式
で
は
、
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
㈱

四
国
工
場
の
滝
口
進
工
場
長
、
ア
サ

ヒ
飲
料
㈱
四
国
支
社
の
清
水
將
生
支

社
長
、
伊
藤
市
長
が
、
そ
れ
ぞ
れ
協

定
書
に
署
名
・
押
印
し
、
協
定
が
締

結
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
ア
サ
ヒ
飲
料
㈱
四
国
支
社

と
西
条
市
と
は
、
平
成
18
年
８
月
１

日
に
「
災
害
時
に
お
け
る
救
援
物
資

提
供
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
て

お
り
、
市
庁
舎
に
災
害
救
援
自
動
販

売
機
を
設
置
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
こ
の
自
動
販
売
機
は
「
災
害

救
援
ベ
ン
ダ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
も
の

で
、
大
規
模
災
害
の
停
電
時
で
も
非

常
用
の
バ
ッ
テ
リ
ー
で
商
品
を
無
償

で
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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文部科学省・人間文化研究機構連携研究「人と水」シンポジウム

　21世紀は“水の世紀”と言われているように、水は一番
大切な資源としてとらえられています。
　地球規模やアジアの現状、そして西条の水問題について
市民の皆さんと一緒に学ぶシンポジウムを開催します。

日　時

場　所

９月15日㈪　13時～17時30分

総合文化会館小ホール

日　時 講　師

場　所

10月８日㈬　19時開演

総合文化会館小ホール

昭和女子大学　人間社会学部現代教養学科

教授兼副図書館長

●人と水のつながりを考える
　総合地球環境学研究所副所長　秋道智彌氏
●世界の地下水問題
　総合地球環境学研究所准教授　谷口真人氏
●西条のおいしい水を科学する
　総合地球環境学研究所教授　中野孝教氏
●アジアの水と人のくらし
　総合地球環境学研究所教授　阿部健一氏
●西条の人と水の歴史
　西条市生活環境部長　佐々木和乙

●西条のおいしい水を守るには

講演会

パネルディスカッション 　専門は環境人類学、東南アジア地域研究。水問題のポリテ
ィカル・エコロジーを課題に第３・４回世界水フォーラムで
ユネスコとともに「水と文化多様性」セッションを実施。

昭和23年、東京都生まれ。
専門は図書館情報学、江戸東京学、日本近
代史。現在、日本図書館情報学会、日本学
校図書館学会、日本図書館協会、比較都市
史研究会などの会員。著書に「図書館の可
能性｣「最新の技術と図書館サービス｣「チ
ャート式情報アクセスガイド」「これから
の図書館」などがある。

　申込用紙に必要事項を記入し、申込先へ提出（郵送・ファックス・Ｅメール可）してください。申込
用紙は公民館など市内の主な公共施設にあります。また、市ホームページからダウンロードできます。
申込先　市庁舎別館環境課　水・環境保全係（〒793－8601　明屋敷164）
　　　　TEL0897－52－1382　　FAX0897－52－1294　　Eﾒｰﾙ kankyo@saijo-city.jp

総合地球環境学研究所副所長　秋道智彌氏
　専門は生態人類学。日本、東南アジア、中国、オセアニア
地域で人と自然の関わりとその歴史、資源管理などに関する
調査研究に従事。

　専門は水文学。2004年からユネスコＧＲＡＰＨＩＣ（気候
変動と人間活動圧力下での地下水資源管理）プロジェクト代
表、2007年から国際地下水委員会副代表。

総合地球環境学研究所准教授　谷口真人氏

総合地球環境学研究所教授　中野孝教氏
　専門は同位体地球化学、資源地質学。各種の地球化学的手
法を利用して、人と環境、地下資源との関わりを物質循環の
観点から研究している。

総合地球環境学研究所教授　阿部健一氏

申込方法

主催：総合地球環境学研究所（文部科学省　大学共同利用機関法人）、西条市
後援：全国地下水利用対策団体連合会、西条市地下水利用対策協議会、四国コカ・コーラプロダクツ株式会社

新西条図書館の開館を来年度に控え、図書館学に精通され、図書館運営に
造詣の深い大串夏身氏をお招きし、記念講演会を開催します。記念講演会のご案内

入場整理券（無料）取扱所　９月３日㈬から配布開始

市教育委員会教育総務課（市庁舎別館）
市教育委員会東予・丹原・小松分室（各総合支所）
総合文化会館、丹原文化会館、中央公民館、各公民館

問合せ：市庁舎別館教育総務課　℡0897－52－1609

大串夏身氏
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９月１日は「防災の日」
　大正12年９月１日に発生した関東大震災は、死者・行方不明者10万５千余人という大惨事
になりました。「防災の日」は、この震災を教訓として、災害を防ぐための知識や心構えを
広く国民に理解してもらうことを目的に制定されました。
　大規模災害時には「初動体制」が重要になります。皆さんの地域においても、地震などの
大規模災害が発生した直後には、まず何をすべきか、どう行動するのかを、家族や自主防災
組織などで話し合っておきましょう。

　地震などの自然災害には、市や関係機関が全力
を挙げて防災活動に取り組みます。しかし、大規
模な災害が発生した場合、①電話の不通②交通の
阻害③同時多発する火災などで、その活動能力が
著しく低下します。
　このようなとき、隣近所の人と協力し合い、組
織的に行動する「自主防災組織」による活動が、
被害を最小限に食い止める大きな力となります。

　いざという時に備え、緊急避難時に持って逃げる非常持ち
出し品と、災害後の生活に必要な非常備蓄品を準備すること
が大切です。人によって準備するものが違ってきますので、
どんな物が必要か家族で検討しましょう。

　家具の転倒による被害を防ぐため、タンス、食器棚などは
動かないように固定しておきましょう。また、家具の置き場
所、置き方によっても被害を少なくすることができます。使
用中の家具をよく点検し、安全対策を考えておきましょう。

　いざという時のため、家族の役割分担、避難場所、避難場
所までの道順、家族との連絡方法などを家族全員で確認しま
しょう。

　地域住民などで助け合う自主防災組織に参加し、地域との
コミュニケーションを深めることで防災意識が高まります。
各地域で行われている防災訓練に積極的に参加し、自分の身
を守り、家族を守り、地域を守る力を身につけましょう。

●防災知識の普及・啓発
　　防災講演会などの開催、防災パ
　ンフレットなどの作成

●防災巡視・点検
　　避難用具の整備・点検、危険個
　所などの巡視活動

●防災訓練
　　初期消火や避難誘導など、災害
　時に対応できる態勢づくり

●防災資機材の整備
　　資機材の点検・更新・追加購入

●情報の収集・伝達
　　行政機関等からの情報収集・伝
　達、被害状況・避難状況の報告

●初期消火活動
　　一致協力しての火災拡大防止

●避難誘導活動
　　災害時要支援者を優先に、避難
　場所への誘導

●救出・救護活動
　　資機材を用いての救出作業、負
　傷者の応急手当・搬送

市では自主防災組織の結成と育成を支援しています！　　問合せ：市庁舎本館危機管理課　℡0897－52－1283

▲

自
主
防
災
組
織
の
訓
練
に

　

参
加
し
て
「
防
災
力
」
を

　

高
め
よ
う
。
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〒799-1394　周布349番地1　TEL0898ー64ー2700　FAX0898ー65ー4363

の人物像や教育精神、小松町の文化等について映像や資料
などで学ぶことができます。
　篤山自筆の書も市内外に数多く残されており、小松温芳
図書館には、市指定文化財の「三幅対」や三戒の教えを書
いた書、篤山の楽しみであった和歌などが収蔵されていま
す。これらの書に加えて篤山愛用の品々なども保存され、
同図書館郷土資料室では特別展を開催するときに展示され
ることがあります。（三幅対と三戒の教えの書は、篤山邸
でレプリカをご覧になれます）
　ほかにも篤山ゆかりの場所として、篤山の両親と孫のお
墓がある本善寺、春には桜を見に行ったという仏心寺、小
松藩陣屋跡の碑、小松高校（養正ヶ丘）にある篤山の墓所
などが篤山旧邸の近くにあります。
　皆さんも、篤山の足跡を追って歩いてみませんか。

「全員参加による自主防災訓練」
　　　　　　　　　　　　　　　　　《下町地区》

　今世紀前半にも予想されている大地震に備え、市民の防
災意識の高揚が求められています。
　下町地区では昨年に続いて去る７月20日に自主防災訓練
が行われました。約１カ月前に各家庭へ周知のチラシを配
布し、訓練の前日に集落放送で再度周知し、参加を呼びか
けました。当日は、猛暑の中ではありましたが、地域住民
約200人の参加があり、農業用水へ通水しての水利確保や
バケツリレーなど、より実践的な訓練が行われました。
　８時30分の訓練開始の合図により、地域内各所から避難
場所である丹原公民館前へ避難経路の確認をしながら約20
分で参集を終えました。その後、自家発電機の点検・始動
に始まり、消火栓からの放水訓練、参加者全員によるバケ

ツリレー、配食模擬訓練を実施後、体育館へ移動して「防
災講話」を聴きました。訓練後の反省会では「農業用水の
利用方法が確認できてよかった。配食演習は細かい計画を
立てておくべきだった。
次回には要援護者対策を
含む避難訓練にしたい」
などさまざまな意見が出
され、有意義な訓練にな
りました。
　近い将来に発生が予想
されている「南海地震」
など万一の災害に備えて
日頃から防災意識を高め
ましょう。

　現在、西条市沿岸の漁業は後継者不足などの問題に加え
て、最近の原油高によって非常に厳しい状態が続いていま
すが、漁業関係者の皆さんは、西条市沿岸を豊かな海にし
ようと稚魚の放流や藻場の再生、山林への植林などさまざ
まな取り組みを行い、魚資源の涵養に努めています。
　東予総合支
所に来られた
時には、ぜひ
玄関で足を止
めていただき、
水槽をご覧く
ださい。昨日
食べた魚が泳
いでいたりす
るかも？

〒791-0592　丹原町池田1733番地1　TEL0898ー68ー7300　FAX0898ー68ー4769

〒799-1198　小松町新屋敷甲496番地　TEL0898ー72ー2111　FAX0898ー72ー4048

東予総合支所

丹原総合支所

小松総合支所

　各総合支所管内での身近な出来事や話題などを毎月お知らせするコー
ナーです。

　黄色いジュータンのような菜の花畑

「東予総合支所玄関ホールが水族館に？」
　　　　　　　　　　　　　　  
　東予総合支所の玄関ホールの水槽に瀬戸内のお魚がやっ
てきました。これまでこの水槽では生きている化石といわ
れている「カブトガニ」を飼っていましたが、飼育の関係
上、当分の間、東予郷土館で仲間と一緒に飼うことにしま
した。カブトガニをご覧になりたい方は東予郷土館までお
越しください。
　カブトガニが留守の間、市内の漁業後継者のみなさんの
ご協力により、瀬戸内海にすむ魚を飼って、実際に泳ぐ姿
を見ていただくとともに、漁業への理解と瀬戸内の環境の
保全への理解を深めていただきたいと思います。フグ、ア
コウ、ワタリガニなど魚屋さんに並んでいるもののほか、
ハリセンボンやイシダイ、ハナオコゼなど、普段はあまり
目にしないものなど10種類約50匹の魚が泳いでいます。

町内に残る篤山ゆかりのもの（伊予聖人   近藤篤山③）

　町内には篤山ゆかりの場所や自筆の書など、さまざまな
ものが残っています。
　篤山が藩校・養正館の儒官として約40年間暮らした私邸
史跡近藤篤山旧邸（県指定文化財）もその一つです。平成
　　　　　　　　　　　　　　　　６年に篤山の子孫であ
　　　　　　　　　　　　　　　　る故・近藤春邦氏から
　　　　　　　　　　　　　　　　屋敷部分の寄贈を受け
　　　　　　　　　　　　　　　　た当時の小松町が修復
　　　　　　　　　　　　　　　　整備を行い、平成11年
　　　　　　　　　　　　　　　　から一般公開されてい
　　　　　　　　　　　　　　　　ます。書斎や座敷など
　　　　　　　　　　　　　　　　を見学しながら、篤山

▲ 

下
町
地
区
の
訓
練
の
様
子
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■
得
意
技
は
環
境
意
識
の
高
さ　

　

 

「
こ
れ
か
ら
企
業
経
営
を
積
極

的
に
行
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
環

境
面
の
管
理
に
取
り
組
む
こ
と
が

重
要
だ
と
考
え
ま
す
」
と
㈱
ク
リ

タ
・
栗
田
陽
一
副
社
長
は
語
る
。

　

ク
リ
タ
は
昭
和
10
年
に
創
業
。

溶
か
し
た
鉄
を
砂
型
に
流
し
込
ん

で
金
属
部
品
を
製
造
す
る
鋳
造
の

仕
事
を
行
い
、
二
輪
車
の
エ
ン

ジ
ン
、
上
水
道
バ
ル
ブ
、
農
業

機
械
な
ど
の
多
種
多
様
な
鋳
物
部

品
を
月
間
約
５
０
０
ト
ン
製
造

し
て
い
る
。
鋳
造
業
界
は
、
一

般
的
に
職
場
環
境
が
劣
悪
だ
と
言

わ
れ
て
お
り
、
環
境
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
国
際
規
格
で
あ
る
Ｉ
Ｓ
Ｏ

１
４
０
０
１
を
認
証
取
得
す
る
た

め
に
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
、
積
極

的
に
環
境
対
策
に
取
り
組
も
う
と

す
る
企
業
が
ま
だ
少
な
い
業
界
で

あ
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
愛
媛

県
内
で
は
１
４
６
の
事
業
所
（
平

成
20
年
７
月
末
現
在
）
が
Ｉ
Ｓ
Ｏ

１
４
０
０
１
を
認
証
取
得
し
て
い

る
が
、
鋳
造
業
と
し
て
は
、
ク
リ

タ
が
四
国
で
初
め
て
、
中
四
国
で

も
５
番
目
の
認
証
取
得
で
あ
る
。

■
社
内
の
環
境
意
識
向
上
が
重
要

　

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
は
、
企
業

や
団
体
等
が
行
う
環
境
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
標
準
化
の
た
め
に
生
ま
れ

た
国
際
規
格
で
あ
る
。
製
品
規
格

と
異
な
り
、
経
営
の
管
理
組
織
や

管
理
制
度
の
規
格
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
認
証
に
は
経
営
者
の
強

い
意
志
が
重
要
と
な
る
。
ク
リ
タ

で
は
、
こ
れ
か
ら
の
企
業
経
営
に

は
環
境
意
識
が
必
要
で
あ
り
、
企

業
が
環
境
意
識
を
高
め
る
こ
と
で
、

省
資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
、

企
業
活
動
に
も
プ
ラ
ス
効
果
を
も

た
ら
す
と
い
う
理
念
の
も
と
、
約

１
年
前
に
栗
田
肇
社
長
が
Ｉ
Ｓ
Ｏ

１
４
０
０
１
の
認
証
取
得
を
宣
言
、

平
成
20
年
５
月
12
日
に
認
証
取
得

し
た
。

　

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
の
認
証
取

得
に
は
苦
労
も
多
か
っ
た
が
、
社

員
が
一
丸
と
な
り
、
乗
り
越
え
る

こ
と
が
で
き
た
。
取
り
組
み
を
始

め
る
際
に
は
、
ア
ル
・
ゴ
ア
元
ア

メ
リ
カ
副
大
統
領
主
演
の
「
不
都

合
な
真
実
」
を
社
員
全
員
で
鑑
賞

し
、
社
員
の
環
境
意
識
を
啓
発
し

た
と
い
う
。

　

 

「
鋳
造
業
だ
か
ら
環
境
問
題
を

回
避
し
て
も
よ
い
わ
け
で
は
な
く
、

我
々
の
企
業
が
地
球
に
ど
う
あ
る

べ
き
か
を
考
え
て
い
き
た
い
」

　

ク
リ
タ
の
取
り
組
み
が
ス
タ
ー

ト
し
た
。

（
レ
ポ
ー
タ
ー
：
技
術
相
談
室
ア

ド
バ
イ
ザ
ー　

和
田
）

　

サ
イ
ク
ス
で
は
、
イ
ン
キ
ュ

ベ
ー
タ
室
・
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
支
援
室
へ

入
居
を
希
望
す
る
個
人
、
団
体
ま

た
は
企
業
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
入
居
資
格

○
新
た
に
事
業
化
に
取
り
組
も
う

　

と
す
る
方

○
新
た
な
事
業
分
野
へ
進
出
、
研

　

究
開
発
に
取
り
組
も
う
と
す
る

　

方
■
入
居
期
間

○
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
室
４
年
以
内

○
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
支
援
室
２
年
以
内

■
入
居
決
定
に
つ
い
て

　

事
業
計
画
ヒ
ア
リ
ン
グ
お
よ
び

審
査
の
う
え
、
入
居
の
可
否
を
決

定
し
ま
す
。

※
詳
し
い
仕
様
や
入
居
申
請
な
ど

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
サ
イ
ク
ス

　

ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

▲

 

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
の
登
録
証

▲ 

環
境
経
営
へ
の
思
い
を
語
る
栗
田
肇
社

    

長
（
左
）
と
栗
田
陽
一
副
社
長
（
右
）

　産業情報支援センターの運営組織である
㈱西条産業情報支援センター（愛称：サイ
クス）の各種情報をお知らせします。
　今月は、市内企業を紹介する「我が社の
得意技」やインキュベータ室等への入居の
募集についてお知らせします。

クリタ本社工場

46

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
室
・
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ

支
援
室
の
入
居
者
を
募
集
中

入
居
者
募
集
の
お
知
ら
せ



　

長
年
、
社
会
に
貢
献
さ
れ
て
き

た
高
齢
者
の
方
々
を
敬
愛
し
、
長

寿
を
祝
い
、
長
年
の
ご
苦
労
に
対

し
て
感
謝
し
ま
し
ょ
う
。

  【
敬
老
会
に
ご
出
席
く
だ
さ
い
】

　

今
年
も
各
校
区
で
敬
老
会
を
実

施
し
ま
す
。
日
時
・
会
場
な
ど
詳

し
く
は
、
地
元
婦
人
会
な
ど
の
関

係
者
が
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

お
誘
い
合
わ
せ
て
ご
出
席
く
だ

さ
い
。

■
該
当
者　

昭
和
８
年
12
月
31
日

以
前
に
生
ま
れ
た
方

  【
長
寿
祝
金
を
お
届
け
し
ま
す
】

　

平
成
20
年
９
月
１
日
現
在
、
満

75
歳
以
上
で
、
１
年
以
上
西
条
市

住
民
基
本
台
帳
に
登
載
さ
れ
て
い

る
か
、
外
国
人
登
録
を
さ
れ
て
い

る
方
に
、
長
寿
祝
金
３
０
０
０
円

を
お
届
け
し
ま
す
。

■
お
届
け
方
法

　

９
月
下
旬
に
民
生
児
童
委
員
を

通
じ
て
お
届
け
し
ま
す
。

　

お
届
け
に
は
、
１
～
２
週
間
か

か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

  【
問
合
せ
】

　

市
庁
舎
別
館
高
齢
介
護
課

　

長
寿
・
い
き
が
い
対
策
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
９
２

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

福
祉
係

　

旅
券
（
パ
ス
ポ
ー
ト
）
事
務
が

県
か
ら
市
に
権
限
移
譲
さ
れ
、
10

月
６
日
㈪
か
ら
パ
ス
ポ
ー
ト
の
申

請
・
交
付
手
続
き
は
市
庁
舎
本
館

１
階
の
市
民
課
で
行
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
地
方
局
の
旅
券

窓
口
は
閉
鎖
さ
れ
ま
す
。

■
注
意
事
項

　

次
の
旅
券
申
請
等
は
、
県
の
パ

ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
窓
口
と
な

り
、
市
役
所
で
は
取
り
扱
え
ま
せ

ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
人
道
的
な
理
由
で
緊
急
的
発
給

を
要
す
る
も
の

○
業
務
上
の
都
合
で
早
期
発
給
を

要
す
る
も
の

○
発
給
制
限
該
当
者
に
対
す
る
も

の
○
戸
籍
に
記
載
の
な
い
者
に
係
る

も
の

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
本
館
市
民
課　

市
民
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
１
１

　

市
税
な
ど
の
納
付
方
法
を
口
座

振
替
に
す
る
と
、
自
動
的
に
納
付

さ
れ
る
の
で
、
納
め
忘
れ
が
な
く

便
利
で
安
心
で
す
。

　

口
座
振
替
の
手
続
き
は
、
預
金

通
帳
と
通
帳
届
出
印
を
持
っ
て
、

各
金
融
機
関
の
窓
口
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　

市
が
口
座
振
替
依
頼
書
を
受
理

し
た
日
の
翌
月
以
降
か
ら
口
座
振

替
が
で
き
ま
す
。

■
取
扱
金
融
機
関

　

伊
予
銀
行
、
周
桑
農
業
協
同
組

合
、
西
条
市
農
業
協
同
組
合
、
愛

媛
銀
行
、
東
予
信
用
金
庫
、
広
島

銀
行
、
愛
媛
信
用
金
庫
、
香
川
銀

行
、
百
十
四
銀
行
、
四
国
労
働
金

庫
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

■
問
合
せ　

市
庁
舎
本
館
納
税
課

　

納
税
第
２
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
７
９

19
日　

国
民
健
康
保
険
税
第
２
期

分
、
市
県
民
税
第
２
期
分
の
督

促
状
の
発
送

30
日　

国
民
健
康
保
険
税
第
３
期

分
、
固
定
資
産
税
第
３
期
分
の

納
期
限

※
督
促
状
１
通
に
つ
き
１
０
０
円

の
督
促
料
と
延
滞
金
を
い
た
だ

き
ま
す
。

※
口
座
振
替
ご
利
用
の
方
は
、
納

期
限
日
の
残
高
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
社
会
保

険
業
務
セ
ン
タ
ー
か
ら
届
く
納
付

書
で
、
銀
行
・
信
用
金
庫
・
農
協

な
ど
の
金
融
機
関
、
郵
便
局
、
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

納
付
方
法
を
口
座
振
替
に
す
る

と
、
納
め
に
行
く
手
間
が
省
け
、

納
め
忘
れ
も
な
く
安
心
で
す
。
し

か
も
、
当
月
末
振
替
に
す
る
と
保

険
料
が
１
カ
月
当
た
り
50
円
割
り

引
き
さ
れ
ま
す
。
口
座
振
替
の
手

続
き
は
、
年
金
手
帳
ま
た
は
納
付

書
、
通
帳
、
金
融
機
関
届
出
印
を

持
っ
て
、
金
融
機
関
、
社
会
保
険

事
務
所
、
市
役
所
担
当
窓
口
の
い

ず
れ
か
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

学
生
納
付
特
例
期
間
や
申
請
免

除
期
間
の
保
険
料
を
追
納
さ
れ
る

場
合
は
、
社
会
保
険
事
務
所
ま
た

は
市
役
所
担
当
窓
口
へ
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

○
新
居
浜
社
会
保
険
事
務
所

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

３
５

－

１
３
０
０

○
市
庁
舎
本
館
市
民
課　

年
金
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
８
３

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課　
　

　

市
民
保
険
係
（
東
予
）　
　
　

　

市
民
生
活
係
（
丹
原
・
小
松
）

■西条市庁舎
　℡0897－56－5151

■東予総合支所
　℡0898－64－2700

■丹原総合支所
　℡0898－68－7300

■小松総合支所
　℡0898－72－2111

市役所への
お問い合わせ先

お
年
寄
り
に
感
謝
を
！

９
月
15
日
㈪
は
敬
老
の
日

市
税
の
納
付
は

口
座
振
替
が
便
利
で
す

９
月
の
市
税
ご
よ
み

旅
券（
パ
ス
ポ
ー
ト
）の
窓
口
が

市
役
所
に
変
わ
り
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
を

お
忘
れ
な
く
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９
月
１
日
現
在
で
、
新
た
に
登

録
さ
れ
る
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
を

行
い
ま
す
。

■
新
規
登
録
者

　

昭
和
63
年
６
月
３
日
～
同
年
９

月
２
日
に
生
ま
れ
た
方
お
よ
び
平

成
20
年
３
月
２
日
～
同
年
６
月
１

日
に
転
入
の
届
出
を
し
た
方
で
、

平
成
20
年
９
月
１
日
現
在
に
お
い

て
、
平
成
20
年
６
月
２
日
か
ら
引

き
続
き
西
条
市
の
住
民
基
本
台
帳

に
記
録
さ
れ
て
い
る
方
。

■
縦
覧
期
間

　

９
月
３
日
㈬
～
７
日
㈰

　

８
時
30
分
～
17
時

■
縦
覧
場
所　

市
庁
舎
別
館
３
階

　

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

毎
年
９
月
１
日
現
在
で
、
愛
媛

海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委
員
選
挙

人
名
簿
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

漁
業
者
の
皆
さ
ん
は
、
も
れ
な

く
登
載
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
登
載
資
格
者

　

西
条
市
に
住
所
が
あ
り
、
昭
和

63
年
12
月
６
日
以
前
に
生
ま
れ
た

方
で
、
１
年
に
90
日
以
上
、
漁
業

を
営
む
方
ま
た
は
漁
業
に
従
事
し

て
い
る
方
。

■
申
請
期
限　

９
月
５
日
㈮

■
申
請
方
法

　

提
出
先
に
申
請
書
が
あ
り
ま
す

の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
し
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
提
出
先

○
ひ
う
ち
・
西
条
・
禎
瑞
・
壬
生

川
・
吉
井
・
多
賀
・
河
原
津
の

各
漁
業
協
同
組
合

○
市
庁
舎
別
館

　

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
６
３

○
東
予
総
合
支
所

　

市
選
挙
管
理
委
員
会
東
予
分
室

　

現
在
、
愛
媛
県
で
は
飼
い
犬
・

飼
い
猫
の
引
き
取
り
を
無
料
で

行
っ
て
い
ま
す
が
、
安
易
な
飼
養

放
棄
の
抑
制
と
終
生
飼
養
の
推
進

の
た
め
、
10
月
１
日
㈬
か
ら
引
き

取
り
が
有
料
と
な
り
ま
す
。

■
引
き
取
り
手
数
料

○
生
後
91
日
以
上

　

１
頭
に
つ
き
２
０
０
０
円

○
生
後
91
日
未
満

　

１
頭
に
つ
き
４
０
０
円

■
手
数
料
の
納
入
方
法

　

手
数
料
は
愛
媛
県
収
入
証
紙
で

納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

愛
媛
県
収
入
証
紙
は
、
伊
予
銀

行
（
西
条
・
大
町
・
三
芳
・
壬
生

川
・
小
松
・
丹
原
支
店
）、
西
条

保
健
所
内
の
西
条
・
新
居
浜
地
区

食
品
衛
生
協
会
、
周
桑
農
業
協
同

組
合
本
所
、
市
庁
舎
本
館
市
民
課

な
ど
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

■
引
き
取
り
を
依
頼
す
る
前
に

○
ど
う
し
て
も
飼
い
続
け
る
こ
と

が
で
き
な
い
か
、
も
う
一
度
考

え
て
く
だ
さ
い
。

○
新
し
い
飼
い
主
を
探
し
て
く
だ

さ
い
。

■
不
幸
な
動
物
を
増
や
さ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う

○
引
き
取
ら
れ
た
犬
・
猫
の
大
部

分
は
、
殺
処
分
さ
れ
て
し
ま
い

ま
す
。

○
不
幸
な
動
物
を
増
や
さ
な
い
た

め
に
、
不
妊
・
去
勢
手
術
を
受

け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

○
動
物
を
捨
て
る
こ
と
は
犯
罪
で

す
（
50
万
円
以
下
の
罰
金
）。

○
ペ
ッ
ト
は
大
切
な
家
族
の
一
員

で
す
。
愛
情
を
も
っ
て
、
終
生

飼
い
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
別
館
衛
生
課　

衛
生
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
４
６
１

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

生
活
環
境
係
（
東
予
）

　

市
民
生
活
係
（
丹
原
・
小
松
）

　

心
身
に
障
害
の
あ
る
児
童
の
福

祉
の
増
進
を
図
る
た
め
、
児
童
を

監
護
す
る
父
親
か
母
親
、
養
育
者

に
手
当
を
支
給
し
ま
す
。
手
当
を

受
給
し
て
い
る
方
は
、
年
１
回
の

所
得
状
況
届
が
必
要
で
す
。

■
受
給
資
格

○
児
童
が
障
害
を
受
給
事
由
と
す

る
公
的
年
金
を
受
け
て
い
な
い

こ
と

○
障
害
者
が
20
歳
未
満
で
あ
り
、

法
律
で
定
め
る
程
度
の
状
態
で

あ
る
こ
と

○
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
な
ど
に

入
所
し
て
い
な
い
こ
と

○
監
護
す
る
人
の
所
得
が
限
度
額

を
超
え
て
い
な
い
こ
と

■
支
給
金
額

○
障
害
の
程
度
が
１
級
の
場
合

　

月
額
５
万
７
５
０
円

○
障
害
の
程
度
が
２
級
の
場
合

　

月
額
３
万
３
８
０
０
円

■
申
請
先

○
市
庁
舎
別
館
社
会
福
祉
課

　

障
害
者
福
祉
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
１
４

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

福
祉
係

９
月
定
時
登
録
に
よ
る
選
挙
人

名
簿
新
規
登
録
者
の
縦
覧

飼
い
犬
・
飼
い
猫
の

引
き
取
り
が
有
料
に
な
り
ま
す

海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
へ
の
登
載
申
請

　　　　　　　　　　補助犬マークは、身体障害者補助犬
同伴の啓発のためのマークです。身体障害者補助犬とは、
盲導犬、介助犬、聴導犬のことを言います。
　「身体障害者補助犬法」が施行され、現在では公共の施
設や交通機関はもちろん、デパートやスーパー、ホテル、
レストランなどの民間施設でも身体障害者補助犬が同伴で
きるようになりました。
　補助犬はペットではありません。補助犬は体の不自由な
方の、体の一部となって働いています。社会のマナーも訓
練され、衛生面でもきちんと管理されています。
　補助犬の同伴について、ご理解とご協力をお願いすると
ともに、補助犬を見かけても、触ったり、餌を与えたりせ
ず、静かに見守ってください。

補助犬マークを
ご存じですか？

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
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税
関
で
は
、
お
預
か
り
し
て
い

る
通
貨
、
証
券
な
ど
を
お
返
し
し

て
い
ま
す
。
返
還
の
申
し
出
は
、

ご
本
人
だ
け
で
な
く
、
ご
家
族
の

方
で
も
可
能
で
す
。
お
心
当
た
り

の
あ
る
方
は
、
最
寄
り
の
税
関
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
返
還
し
て
い
る
通
貨
、
証
券

○
終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
揚
げ
て

こ
ら
れ
た
方
が
、
上
陸
港
の
税

関
、
海
運
局
に
預
け
ら
れ
た
通

貨
、
証
券
な
ど

○
外
地
の
集
結
地
に
お
い
て
、
総

領
事
館
な
ど
に
預
け
ら
れ
た
証

券
な
ど
の
う
ち
、
日
本
に
送
還

さ
れ
た
も
の

■
問
合
せ　

新
居
浜
税
関
支
署

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

３
２

－

３
４
０
５

　

（独）
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
で

は
、
恩
給
欠
格
者
・
戦
後
強
制
抑

留
者
・
引
揚
者
の
「
ご
本
人
」
に

対
し
て
、
特
別
慰
労
品
を
贈
呈
し

て
い
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
は
、
市
庁
舎
別

館
社
会
福
祉
課
、
各
総
合
支
所
市

民
福
祉
課
に
あ
る
請
求
書
に
て
、

平
成
21
年
３
月
31
日
㈫
ま
で
に
ご

請
求
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　

（独）
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金

ＴＥＬ
０
１
２
０

－

２
３
４

－

９
３
３

　

教
員
免
許
更
新
制
が
ス
タ
ー
ト

す
る
と
、
教
員
免
許
状
を
有
す
る

方
で
、
現
在
、
学
校
や
幼
稚
園
に

勤
務
し
て
い
な
い
方
は
、
満
35
・

45
・
55
歳
で
迎
え
る
年
度
末
（
３

月
31
日
）
ま
で
に
更
新
講
習
を
修

了
し
な
け
れ
ば
、
教
壇
に
立
つ
こ

と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

更
新
講
習
は
、
愛
媛
大
学
を
は

じ
め
全
国
の
大
学
な
ど
で
受
講
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は

県
教
育
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
昭
和
30
年
４
月
１
日
以
前
に
生

ま
れ
た
方
に
は
、
こ
の
制
度
は

適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

■
問
合
せ

　

県
教
育
委
員
会
義
務
教
育
課

ＴＥＬ
０
８
９

－

９
１
２

－

２
９
４
１

URLhttp://ehim
e-c.esnet.ed.jp/

gim
u/gim

utop.htm
l

　場　　所：三芳地区内（位置図参照）
　区  画  数：８区画
　面　　積：１区画当たり、187㎡～249㎡（約56坪～約75坪）
　価　　格：１㎡当たり、約  49,600円～  52,700円
　　　　　　１坪当たり、約163,900円～174,200円
　用途地域：第一種低層住居専用地域
　建ぺい率：50％以下
　容  積  率：80％以下
　※詳しくは、市のホームページでもご案内しています。

　分譲地に本人が居住するための住宅を５年以内に建築する見込みが
あり、実際に同居、または同居しようとする親族がある方。

　申し込み受付順に選考のうえ決定します。

　申込書と住民票謄本を各１通持って、西条市土地開発公社へお申し
込みください。申込書は西条市土地開発公社にあります。

　西条市土地開発公社（市庁舎別館２階　用地課内）　℡0897－52－1349

分譲地位置図

分譲地平面図

校
学
小
芳
三

県道東予・玉川線

　西条市土地開発公社では三芳地区内において、住宅地「ハーモニー
ハイツ三芳Ⅱ工区」の分譲を行っています。
　生活に適合した住みよい環境や条件が備わっています。住宅地をお
探しの方、ぜひご検討ください。

終
戦
当
時
の
引
揚
者
の
皆
さ
ん
へ

通
貨
、
証
券
な
ど
を
お
返
し
し

て
い
ま
す

現
職
の
教
員
で
な
い
方
へ

教
員
免
許
更
新
制
が
平
成
21
年

４
月
１
日
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

恩
給
欠
格
者
・
戦
後
強
制
抑
留
者
・

引
揚
者
の
方
々
へ

特
別
慰
労
品
を
贈
呈
し
ま
す
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暗
く
荒
れ
た
竹
林
は
、
ご
み
の

不
法
投
棄
の
場
と
な
っ
た
り
、
森

林
と
し
て
の
機
能
を
失
っ
た
り
す

る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

県
で
は
地
域
の
竹
林
整
備
が
進

む
よ
う
、
伐
採
し
た
竹
を
粉
砕
処

理
で
き
る
小
型
移
動
式
チ
ッ
パ
ー

を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
無
償
で

貸
し
出
し
て
お
り
、
市
内
の
「
竹

林
を
よ
く
す
る
会
」
が
こ
の
機
器

を
借
り
受
け
て
、
竹
林
の
整
備
を

お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
。

　

竹
を
粉
砕
し
た
チ
ッ
プ
は
堆
肥

な
ど
に
も
活
用
で
き
ま
す
。
個
人

所
有
の
竹
林
の
整
備
に
手
助
け
が

必
要
な
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　

竹
林
を
よ
く
す
る
会
（
前
）

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
３

－

３
７
７
８

▲小型移動式チッパーによ
　る竹の粉砕処理

　下水道にビニールや残飯などの異物や油などが流れ込む
と、下水管や処理施設の故障の原因となり、維持管理費の
増大につながります。
　下水道はみんなで使う財産です。次のことに注意して、
下水道を大切に使いましょう。
・排水口に網などを付けて、異物を流し込まない。
・油は紙でふき取り、もえるごみで出す。
・月１回程度、汚水ます内の油やごみを取り除く。

　下水道への接続方法や融資制度など、下水道についての相
談に市の下水道担当職員がお答えします。
■日時・場所
●氷見公民館　９月11日(木)　10時～12時
●禎瑞公民館　９月11日(木)　14時～16時

　下水道をテーマにした作品を募集します。各部門の中から
国土交通大臣賞などの作品が選ばれます。
■募集部門・対象
○絵画・ポスター、作文、書道、新聞部門：小・中学生
○標語部門：資格制限なし
■応募期限　11月６日(木)必着
※作品は下水道担当課が取りまとめて主催者へ送付します。
　詳しくは、担当課へお問い合わせください。
■主催　(社)日本下水道協会、(株)日本水道新聞社

市庁舎本館下水道業務課　下水道業務係　℡0897－52－1224
東予総合支所建設管理課　下水道係

　下水道に接続する工事は、衛生上とても大切な工事です
ので、市の指定工事店でなければ行えません。指定工事店
以外での工事は無資格工事となり、工事のやり直しや、過
料（違反に対する金銭）を科せられる場合があります。
■融資あっせん制度をご利用ください
　市では、下水道への接続工事をする際、工事１件につき
30万～40万円を限度額（工事内容で異なります）とする、
工事資金の融資あっせんを行っています。

　現在、市内では約５万9,000人の方が下水道を利用でき
ますが、その利用率は約88％（約５万2,000人）で、まだ
下水道に未接続の家屋が多く見られます。
　下水道が使えるようになった地域の皆さんが下水道に接
続することで、初めて地域一帯の生活環境の改善が進み、
下水道整備の効果が現れてきます。
　下水道が使えるようになった地域で、まだ未接続のご家
庭は、１日も早く下水道に接続しましょう。

　下水道は良好な生活環境の確保や公共用水域の水質保全
など、市民生活に重要な役割を担っています。
　快適で住みよいまちづくりのため、下水道事業のご理解
とご協力をお願いいたします。

下水道いろいろコンクール作品募集

下水道相談所を開設します

竹
林
整
備
を
お
手
伝
い
し
ま
す

下水道についての疑問を下記までお寄せください
市庁舎本館下水道工務課　下水道維持係　℡0897－52－1576
日本下水道事業団四国総合事務所　　　　℡089－927－7271
　　　　　　　　　　　　　　E-mail Nagatani@jswa.go.jp

　：雨水は下水に流してよいものなの？
　：下水道には、汚水（トイレの水や生活排水）と雨水を同じ管に
集めて下水処理場へ流す「合流式」と、汚水は下水処理場へ、雨水
は雨水管や水路等を経由し河川などへ流す「分流式」があります。
　「合流式」は汚水と雨水を同一の管渠で流すことによって、雨水
による浸水対策も同時に行えるという特徴があり、下水道が早くか
ら普及した東京や大阪などの大都市で多く採用されました。しかし、
この方式では大雨時に汚水の処理が不十分なまま放流されるといっ
た問題が発生し、また、雨天時の汚水処理費用を増大させるなど、
大都市ではこれらに対する改善策に苦慮しています。
　西条市は「分流式」を採用しています。汚水管は汚水だけを流す
ように造られているため、雨水を汚水管へ流すと、大雨時に汚水が
あふれる被害が発生するほか、下水処理場に負担をかけ、故障の原
因や汚水処理費用等のコストを増大させることになります。
　雨水は汚水管へ絶対に流さないでください。

広報さいじょう　2008　9月号13



　

国
民
生
活
金
融
公
庫
で
は
、
新

た
に
事
業
を
始
め
る
方
な
ど
を
支

援
す
る
た
め
、
次
の
融
資
制
度
を

行
っ
て
い
ま
す
。

■
融
資
制
度
の
種
類
・
対
象
者

①
新
規
開
業
資
金

　

事
業
を
始
め
る
方
や
事
業
開
始

後
５
年
以
内
の
方

②
女
性
、
若
者
／
シ
ニ
ア
起
業
家

資
金

　

女
性
ま
た
は
30
歳
未
満
か
55
歳

以
上
の
方

③
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
資
金

　

廃
業
後
、
再
び
事
業
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
（
挑
戦
）
さ
れ
る
方

④
新
事
業
活
動
促
進
資
金

　

経
営
多
角
化
、
事
業
転
換
な
ど

で
、
新
た
な
事
業
に
取
り
組
ま
れ

る
方

■
融
資
額

　

①
②
④
…
７
２
０
０
万
円
以
内

　

③
…
２
０
０
０
万
円
以
内

■
金
利　

年
２
・
６
５
％
～
（
平

成
20
年
６
月
11
日
現
在
）

※
金
利
は
金
融
情
勢
で
変
動
し
ま

す
。
②
③
④
は
低
利
（
特
別
利

率
）
の
適
用
が
可
能
で
す
。

■
問
合
せ　

国
民
生
活
金
融
公
庫

新
居
浜
支
店　

融
資
相
談
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

３
３

－

９
１
０
１

　

西
条
市
観
光
協
会
で
は
西
条
ア

ク
ア
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
し
、

市
街
地
の
う
ち
ぬ
き
や
歴
史
ス
ポ

ッ
ト
な
ど
を
案
内
す
る
水
め
ぐ
り

ツ
ア
ー
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
日
時　

毎
週
土
・
日
曜
日

　
　
　
　

９
時
30
分
出
発

■
コ
ー
ス　

観
光
交
流
セ
ン
タ
ー

～
ア
ク
ア
ト
ピ
ア
水
系
な
ど

■
定
員　

１
組
２
～
５
人
ま
で

■
料
金　

一
人
１
０
０
０
円

■
申
込
方
法

　

利
用
日
の
２
日
前
の
正
午
ま
で

に
電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　

西
条
市
観
光
協
会
（
十
河
信
二

記
念
館
内
）

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

２
６
０
５

■
開
催
期
間
・
時
間

　

９
月
12
日
㈮
～
28
日
㈰

　

９
時
30
分
～
15
時
（
30
分
お
き

に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
）

■
内
容
（
所
要
時
間
・
約
75
分
）

　

ビ
ー
ル
の
種
類
や
豆
知
識
に
つ

い
て
学
べ
る
工
場
見
学
ツ
ア
ー
。

ク
イ
ズ
や
試
飲
を
通
し
て
「
ビ
ー

ル
の
世
界
」
を
体
験
し
ま
す
。

■
場
所
・
申
込
先
（
予
約
制
）

　

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
四
国
工
場

ＴＥＬ
０
８
９
７

－
５
３

－

７
７
７
０

■
開
催
日　

11
月
３
日
㈪

■
場
所　

総
合
文
化
会
館

■
上
映
作
品
・
時
間

○
沓
掛
時
次
郎　

遊
侠
一
匹

　

10
時
開
演
（
90
分
）

○
嵐
を
呼
ぶ
男

　

13
時
30
分
開
演
（
１
０
１
分
）

○
悪
名

　

15
時
30
分
開
演
（
94
分
）

○
人
生
劇
場　

飛
車
角
と
吉
良
常

　

17
時
30
分
開
演
（
１
０
９
分
）

■
入
場
料　

各
５
０
０
円

■
入
場
券
販
売
所

　

総
合
文
化
会
館
、
丹
原
文
化
会

館
に
て
９
月
12
日
㈮
か
ら
販
売
。

■
問
合
せ　

総
合
文
化
会
館

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
３

－

５
５
０
０

■
主
催　

総
合
文
化
会
館
、
文
化

庁
、
東
京
国
立
近
代
美
術
フ
ィ
ル

ム
セ
ン
タ
ー

　催眠商法は仮設テントや特設会場等に人を
集め、日用品などをただ同然で配るなどして
会場の雰囲気を盛り上げ、最終的には高額な
商品を売りつける商法です。
　「もらえるものだけもらって帰ろう」としても、業者は逃げ出
せない状況を作り上げて契約させようとします。
■売りつける商品
　布団類、健康食品、健康器具、磁器マットレスなど
■予防と対策
○「無料」などという、うまい話は信用しない。
○安易に会場へ行かない。
○契約書を受領した日から８日以内であれば、クーリングオフ
 （契約解除）ができます。
■相談窓口
○市庁舎本館市民相談課　市民活動支援係　℡0897－52－1463
○各総合支所総務課　総務調整係
○愛媛県消費生活センター　℡089－925－3700

10月１日は
住宅・土地統計調査
　10月１日、５年に１度の住宅・土地統計
調査が行われます。
　全国の約350万世帯が対象になります。
調査をお願いするお宅には、調査員が調査
票を持ってお伺いしますので、ご協力をお
願いします。
　なお、調査内容を統計の作成以外の目的
に使用することは一切ありません。

■問合せ
　市庁舎本館総務課
　統計係
　℡0897－52－1390

国
民
生
活
金
融
公
庫
か
ら
の

融
資
制
度
の
ご
案
内

ガ
イ
ド
と
歩
く
西
条
水
め
ぐ

り
ツ
ア
ー

優
秀
映
画
鑑
賞
推
進
事
業

西
条
キ
ネ
マ
倶
楽
部

～
昭
和
の
ア
ウ
ト
ロ
ー
編
～

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
四
国
工
場

ビ
ー
ル
知
っ
と
こ
ツ
ア
ー
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障
害
者
福
祉
の
つ
ど
い
は
、
障

害
の
あ
る
皆
さ
ん
の
社
会
参
加
と

自
立
更
生
を
推
進
す
る
た
め
に
開

催
し
て
い
ま
す
。

■
日
時

　

９
月
20
日
㈯　

10
時
～
15
時

■
場
所　

総
合
文
化
会
館

■
内
容　

障
害
者
福
祉
に
功
績
が

あ
っ
た
方
へ
の
表
彰
、
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
、
手
作
り
品
即
売
会
な
ど

を
実
施
し
ま
す
。

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
別
館
社
会
福
祉
課

　

障
害
者
福
祉
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
１
４

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

福
祉
係

■
日
時

　

９
月
26
日
㈮　

９
時
30
分

■
場
所　

丹
原
文
化
会
館

■
内
容

　

老
人
福
祉
に
功
績
が
あ
っ
た
方

へ
の
表
彰
や
金
婚
者
の
顕
彰
、
記

念
講
演
を
実
施
し
ま
す
。

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
別
館
高
齢
介
護
課

　

長
寿
・
い
き
が
い
対
策
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
９
２

■
日
時　

９
月
20
日
㈯

　
　
　
　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

■
場
所　

世
田
薬
師　

栴
檀
寺

■
内
容

　

葉
か
ら
樹
木
の
名
前
が
分
か
る

よ
う
、
じ
っ
く
り
観
察
し
ま
す
。

■
定
員　

40
人
（
先
着
順
。
小
学

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

■
申
込
期
限　

９
月
16
日
㈫

■
申
込
先　

市
庁
舎
別
館
環
境
課

　

環
境
計
画
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－
１
２
２
１

E ﾒｰﾙkankyo@
saijo-city.jp

■
日
時

　

９
月
６
日
㈯　

10
時
～
12
時

■
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
研

修
室
（
も
て
こ
い
元
気
館
）

■
内
容

　

積
み
木
お
じ
さ
ん
こ
と
相
沢
康

夫
さ
ん
に
よ
る
積
み
木
シ
ョ
ー
。

■
参
加
費
（
３
歳
未
満
無
料
）

○
一
人
券　
　
　

７
０
０
円

○
ペ
ア
ー
券　

１
０
０
０
円

■
問
合
せ　

育
児
サ
ー
ク
ル
あ
ん

ぱ
ん
ま
ん
（
森
本
）

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
３

－

４
６
４
３

■
日
時　

10
月
25
日
㈯

　
　
　
　

17
時
30
分
～
20
時
30
分

■
場
所　

西
条
小
学
校
体
育
館

■
内
容　

仮
装
や
ゲ
ー
ム
で
外
国

人
の
方
と
交
流
し
ま
す
。
ポ
ト
ラ

ッ
ク
パ
ー
テ
ィ
ー
（
料
理
持
ち
寄

り
）
の
た
め
、
参
加
者
に
は
料
理

を
一
品
お
持
ち
い
た
だ
き
ま
す
。

※
小
学
２
年
生
以
下
は
保
護
者
同

伴
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
チ
ケ
ッ
ト

　

３
０
０
円
（
３
歳
未
満
無
料
）

■
チ
ケ
ッ
ト
の
販
売

　

10
月
11
日
㈯
の
16
時
～
18
時
に

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
も
て
こ
い

元
気
館
）
ア
ク
ア
ホ
ー
ル
で
チ
ケ

ッ
ト
を
販
売
し
ま
す
。
販
売
枚
数

は
一
人
２
枚
ま
で
で
す
。

　

売
切
れ
次
第
、
販
売
を
終
了
し

ま
す
。
当
日
券
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
定
員　

３
０
０
人
（
先
着
順
）

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

お
手
伝
い
し
て
い
た
だ
け
る
方

を
募
集
し
ま
す
。
参
加
い
た
だ
け

る
方
は
、
10
月
10
日
㈮
ま
で
に
総

務
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

市
庁
舎
本
館
総
務
課

　

国
際
交
流
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
０
６

■
主
催　

エ
リ
ス
（
西
条
英
語
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
）

障
害
者
福
祉
の
つ
ど
い

老
人
福
祉
大
会

第
３
回
自
然
観
察
会

葉
っ
ぱ
を
観
察
し
よ
う

相
沢
康
夫
の
積
み
木
お
じ
さ
ん

ラ
イ
ブ
シ
ョ
ー

第
12
回
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー

　「救急の日」「救急医療週間」は、救急医療や
救急業務、応急手当に対する正しい理解と認識を
深めていただくことを目的に定められました。
　救急車は本当に緊急を要する人が必要とするも
のです。
　皆さんも救急に対する正しい知識を身に付け、
救急車の適正な利用にご協力ください。

　東消防署では「救急普及啓発広報車」を使用して、救急隊
員の指導による１１９番通報体験や、訓練人形を使った応急
手当のデモンストレーションを行います。

９月17日㈬　14時30分～16時

フジグラン西条

日時

場所

問合せ　東消防署救急係　℡0897－55－0119

▲救急普及啓発広報車。この
　車両には各種応急手当の普
　及啓発用資器材が収納され
　ており、救急業務への正し
　い理解と応急手当の普及啓
　発活動に使用しています。
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国
際
交
流
員
の
ケ
イ
レ
ブ
・
デ

マ
レ
ー
さ
ん
と
英
会
話
を
楽
し
み

ま
す
。（
専
門
的
な
語
学
指
導
を

す
る
教
室
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

■
日
時

　

10
月
下
旬
～
平
成
21
年
5
月
に

次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。（
祝

日
な
ど
を
除
く
。
各
計
15
回
）

○
初
級　

火
曜
日
（
月
２
回
）

　
　
　
　

10
時
30
分
～
11
時
45
分

○
中
級　

火
曜
日
（
月
２
回
）

　
　
　
　

19
時
～
20
時
15
分

○
上
級　

水
曜
日
（
月
２
回
）

　
　
　
　

14
時
～
15
時
15
分

■
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
視

聴
覚
室
な
ど（
も
て
こ
い
元
気
館
）

■
対
象　

市
内
に
在
住
・
通
勤
し

て
い
る
方
で
、
７
割
以
上
参
加
可

能
な
方
（
学
生
を
除
く
）

■
定
員　

各
20
人
（
定
員
を
超
え

た
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
）

■
受
講
料　

２
０
０
０
円

■
申
込
期
間

　

９
月
８
日
㈪
～
19
日
㈮

■
申
込
先　

市
庁
舎
本
館
総
務
課

　

国
際
交
流
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
０
６

　
　
　
　

■
日
時

　

９
月
18
日
㈭　

10
時
～
12
時

■
場
所　

西
条
商
工
会
館

■
テ
ー
マ　

知
識
ゼ
ロ
か
ら
始
め

る　

売
れ
る
！
ネ
ッ
ト
販
売
術

■
講
師

　

㈱
湘
南
セ
ー
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
代
表
取
締
役　

櫻
井
淳
氏

■
申
込
先

○
西
条
商
工
会
議
所
本
所

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

２
２
０
０

○
西
条
商
工
会
議
所
東
予
支
所

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
４

－

５
０
０
０

　

大
切
な
人
を
い
ざ
と
い
う
時
に

救
う
こ
と
が
で
き
ま
す
か
？　

積

極
的
に
参
加
し
て
適
切
な
応
急
手

当
の
方
法
を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

■
日
時

　

９
月
21
日
㈰　

９
時
～
12
時

■
場
所　

西
消
防
署
救
急
実
習
室

■
内
容　

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式

除
細
動
器
）
を
含
め
た
心
肺
蘇
生

法
の
講
習

■
申
込
先

○
西
消
防
署
救
急
係

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
８

－

０
１
１
９

○
東
消
防
署
救
急
係

ＴＥＬ
０
８
９
7

－

５
５

－

０
１
１
９

■
開
催
日

○
初
級
（
全
７
回
）

　

10
月
１
日
㈬
～
３
日
㈮
・
８
日

㈬
～
10
日
㈮
・
23
日
㈭

○
中
級
（
全
7
回
）

　

10
月
24
日
㈮
・
28
日
㈫
～
31
日

㈮
・
11
月
12
日
㈬
・
13
日
㈭

■
受
講
時
間　

13
時
～
15
時

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
対
象　

60
歳
以
上
の
方

■
受
講
内
容

○
初
級　

操
作
の
基
本
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
方
法
な
ど

○
中
級　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
実

用
、
電
子
メ
ー
ル
の
活
用
な
ど

※
基
本
ソ
フ
ト
は
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ

Ｘ
Ｐ
を
使
い
ま
す
。

■
定
員　

各
13
人
（
定
員
を
超
え

た
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
）

■
テ
キ
ス
ト
代

　

１
５
０
０
円
程
度

■
申
込
期
限　

9
月
12
日
㈮

■
申
込
先　

市
庁
舎
別
館
高
齢
介

護
課　

長
寿
・
い
き
が
い
対
策
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
９
２

■
パ
ソ
コ
ン
研
修

○
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
っ
た
上

手
な
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　

10
月
４
日
㈯
・
５
日
㈰

　

申
込
期
限
…
９
月
19
日
㈮

■
専
門
技
術
研
修

○
Ｊ
Ｗ

－

Ｃ
Ａ
Ｄ
基
本
操
作
編

　

10
月
４
日
㈯･

５
日
㈰･

11
日
㈯

　

申
込
期
限
…
９
月
26
日
㈮

■
受
講
時
間　

９
時
～
16
時

■
問
合
せ

　

各
講
座
で
受
講
料
等
が
必
要
で

す
。
詳
し
く
は
東
予
産
業
創
造
セ

ン
タ
ー
（
ＴＥＬ
０
８
９
７

－

６
６

－

１
１
１
１
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

  【
各
種
研
修
無
料
相
談
】

　

第
１
・
３
月
曜
日
に
、
東
予
産

業
創
造
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る
各

種
研
修
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。（
予
約
制
）

ケ
イ
レ
ブ
の
英
会
話
教
室

商
工
会
議
所
情
報
化
セ
ミ
ナ
ー

市
民
救
命
士
養
成
講
習
会

東
予
産
業
創
造
セ
ン
タ
ー

人
材
育
成
研
修
講
座

高
齢
者
向
け
パ
ソ
コ
ン
教
室

日　時 場　　所行　　事　　名

行事の日程・場所等は、主催者側の都合で変更することがあります。

５日 18：30 東予運動公園野球場

ひうち球場

市内体育施設
開会式：ひうち陸上競技場

東予運動公園野球場

東予体育館

東予運動公園多目的広場

兼久池（丹原町高松）

総合体育館

東予体育館

東予運動公園野球場ほか

加茂川ふれあい広場テニスコート

丹原総合公園テニスコート

東予運動公園多目的広場

総合体育館

６日 13：00

７日   8：00

14日   9：00

14日   9：00

21日   9：00

14日   9：30

14日 10：00

15日 10：00

21日   9：00

21日   9：00

28日   9：00

28日 10：00

21日   8：00
28日   9：00

四国・九州アイランドリーグ公式戦　愛媛ＶＳ香川

四国・九州アイランドリーグ公式戦　愛媛ＶＳ香川

第４回西条市民総合体育大会

西条市体育協会旗軟式野球大会優勝決定戦

西条市スポーツ少年団秋季ミニバス大会

西条市長杯ソフトボール大会

カヌー教室

第３回西条市スポーツ少年団本部長杯拳剛空手大会

窪田夕子バスケットボール教室

第31回西日本２部軟式野球西条支部大会

第26回西条市民テニス大会

第14回西条市テニス普及大会

西条市スポーツ少年団秋季ソフトボール大会

宇髙菜絵　柔道教室

広報さいじょう　2008　9月号 16



■
日
時　

10
月
２
日
㈭
・
３
日
㈮

　
　
　
　

９
時
～
16
時

■
場
所　

消
防
本
部
大
会
議
室

■
受
講
料

　

８
８
０
０
円
（
危
険
物
安
全
協

会
会
員
は
６
３
０
０
円
）

■
テ
キ
ス
ト
代　

４
２
０
０
円

■
申
込
期
間

　

９
月
１
日
㈪
～
26
日
㈮

■
申
込
先

　

西
条
市
危
険
物
安
全
協
会
（
消

防
本
部
予
防
課
危
険
物
係
内
）

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

０
２
５
１

■
日
時

○
給
油
取
扱
所
の
従
事
者

　

11
月
20
日
㈭　

９
時
～
12
時

○
給
油
取
扱
所
以
外
の
従
事
者

　

11
月
20
日
㈭　

13
時
～
16
時

■
場
所　

東
予
地
方
局
大
会
議
室

■
対
象

○
危
険
物
取
扱
者
免
状
の
交
付
を

受
け
て
、
新
た
に
危
険
物
取
扱

作
業
に
従
事
す
る
日
か
ら
１
年

以
内
の
方
。

○
引
き
続
き
危
険
物
取
扱
作
業
に

従
事
し
て
お
り
、
前
回
法
定
講

習
を
受
け
た
日
か
ら
３
年
以
内

の
方
。（
３
年
毎
に
受
講
）

■
申
込
方
法

　

受
講
申
請
書
は
東
予
地
方
局
総

務
県
民
課
、
消
防
本
部
で
配
布
し

て
い
ま
す
。
申
請
書
に
愛
媛
県
収

入
証
紙
（
４
７
０
０
円
）
を
貼
り

付
け
、
必
要
事
項
を
記
入
し
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
間

　

９
月
１
日
㈪
～
11
月
18
日
㈫

■
申
込
先

　

西
条
市
危
険
物
安
全
協
会
（
消

防
本
部
予
防
課
危
険
物
係
内
）

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

０
２
５
１

■
日
時
（
い
ず
れ
か
１
日
参
加
）

　

９
月
26
日
㈮
・
27
日
㈯

　

９
時
30
分
～
12
時

■
内
容

　

セ
ン
ダ
ン
グ
サ
で
染
め
ま
す
。

■
定
員　

各
６
人

■
参
加
費　

６
０
０
円
（
素
材
１

枚
を
含
む
。
素
材
の
販
売
有
）

■
場
所
・
申
込
先

　

石
鎚
ふ
れ
あ
い
の
里

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
９

－

０
２
０
３

石
鎚
ふ
れ
あ
い
の
里
教
室

草
木
染

危
険
物
取
扱
者
試
験
（
後
期
）

準
備
講
習
会

危
険
物
取
扱
者
法
定
講
習
会

●日時　９月14日(日)　10時～13時
●内容　基本的なそば打ちを体験できます。そばを打ち、
　　　味わい、そば談義を楽しみましょう。
●講師　西条そば愛好会世話人　永井功氏
●対象　男性　　●定員　20人（応募多数の場合は抽選）
●参加費　1,200円　　●申込期限　９月９日(火)

【臨時休館のお知らせ】　９月８日㈪・22日㈪は清掃作業などのため臨時休館します。

●日時　９月24日(水)　17時～20時
●内容　マコモタケについて勉強し、マコモタケ料理を作
　　　って食べよう。
●講師　日本料理　加賀　福田貴義氏
●定員　５人（先着順）
●参加費　500円　　●申込期限　９月17日(水)
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ソ
ロ
、
連
弾
、
コ
ー
ラ
ス
、
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
、
ダ
ン
ス
な
ど
ピ
ア

ノ
を
使
用
し
た
も
の
で
あ
れ
ば
、

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

■
日
時　

各
９
時
30
分
開
演

○
丹
原
文
化
会
館

　

12
月
13
日
㈯
・
14
日
㈰

○
総
合
文
化
会
館

　

12
月
20
日
㈯
・
21
日
㈰

■
参
加
費　

一
人
１
０
０
０
円

■
申
込
方
法　

所
定
の
申
込
用
紙

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

申
込
用
紙
は
総
合
文
化
会
館
、

丹
原
文
化
会
館
、
愛
媛
新
聞
社
事

業
部
、
市
内
の
愛
媛
新
聞
エ
リ
ア

サ
ー
ビ
ス
に
あ
り
ま
す
。
文
化
会

館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

■
申
込
期
間
（
各
期
間
必
着
）

○
丹
原
文
化
会
館

　

９
月
９
日
㈫
～
11
月
７
日
㈮

○
総
合
文
化
会
館

　

９
月
9
日
㈫
～
10
月
31
日
㈮

※
先
着
順
で
出
演
日
を
決
定
し
ま

す
。

■
申
込
先

○
丹
原
文
化
会
館

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
８

－

３
５
５
５

○
総
合
文
化
会
館

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
３

－

５
５
０
０

■
募
集
項
目

　

防
衛
大
学
校
学
生
、
防
衛
医
科

大
学
校
学
生
、
看
護
学
生

■
応
募
資
格　

21
歳
未
満
の
高
校

卒
業
者
・
卒
業
見
込
者

■
受
付
期
間

　

９
月
８
日
㈪
～
30
日
㈫

■
問
合
せ

　

自
衛
隊
新
居
浜
出
張
所

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

３
２

－

５
３
９
６

　

エ
リ
ス
で
は
英
語
圏
の
人
た
ち

と
ふ
れ
あ
う
イ
ベ
ン
ト
や
講
座
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
西
条
の
良
さ

を
世
界
に
紹
介
し
た
い
人
、
外
国

文
化
の
理
解
を
深
め
た
い
人
、
一

緒
に
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
年
会
費　

３
６
０
０
円

■
問
合
せ　

市
庁
舎
本
館
総
務
課

　

国
際
交
流
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
０
６

※
エ
リ
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://elis-saijo.hp.infoseek.
co.jp 自

衛
官
募
集

西
条
英
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

「
エ
リ
ス
」
会
員
募
集

２
０
０
８
ピ
ア
ノ
リ
レ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
出
演
者
募
集

郵便での申込用紙の請求方法
　郵送する封筒に『「試験区分」職員採用試験申込用紙請求』
（記入例：保健師職職員採用試験申込用紙請求）と朱書きし、
返信用封筒（角形２号封筒の表面にあて先を記入し、120円切
手を貼付したもの）を同封して、職員課へ郵送してください。

インターネットでの申し込みも可能です
　電子申請システム「えひめ電子自治体共同運営サービス」で
採用試験の申し込みができます。市のホームページからもリン
ク（行政情報のページでアイコンをクリック）しています。
　URL http://www.e-ehime.lg.jp/navigate/mu0/

　平成20年度西条市職員採用候補者試験を次のとおり
実施します。（募集職種は下表参照）
■第１次試験日　10月19日㈰
■申込用紙の配布場所
　９月１日㈪から市庁舎本館（４階）職員課、各総合
支所総務課で配布します。
■申込用紙の受付場所
　〒793－8601　明屋敷164　市庁舎本館職員課
※試験の募集要領は、市のホームページにも掲載しています。

市職員採用候補者試験についてのお問い合わせ先：市庁舎本館職員課　人事係　℡0897－52－1229

　保健師の資格を有する者または平成21年３月末までに資格取得見込みの
者で、昭和48年４月２日以降に生まれた者

試験区分 採用予定人数

■募集職種（試験区分・採用予定人数・受験資格）

受験資格

○短期大学、高等専門学校、もしくはこれらと同等と認められる学校を卒
　業した者または平成21年３月に卒業見込みの者で、昭和57年４月２日以
　降に生まれた者
○高等学校を卒業した者または平成21年３月卒業見込みの者で、昭和59年
　４月２日以降に生まれた者

　高等学校卒業以上の学歴を有し（卒業見込みの者を含む）、民間企業等
の経験で培った高度な専門知識、発想力、行動力などを活かせる者または
スポーツ、文化芸術、研究、学術分野において顕著な実績・成果を収めた
者で、昭和33年４月２日以降に生まれた者

保健師職 ２人程度

４人程度

若干名

消防職（初級）

スペシャリスト職
（自己推薦採用）
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９月の休館日：毎週月曜日（15日開館）、16日㈫
開館時間：10時～21時

丹原Ｂ＆Ｇ海洋センター
丹原町志川甲12－1　℡0898－75－3933

水中エアロビクス教室　参加者募集
　９月の毎週木曜日、10月２日㈭　19時～20時
　参加費：3,000円（5回コース）
市内小・中学生無料開放日
　９月６日㈯・13日㈯　10時～12時
無料クロール教室
　９月27日㈯　10時30分～11時
　対象：市内小・中学生
水中モニターをご利用になれます
　当施設には水中モニターシステムが設置されています。
水中モニターは、水中での動きをその場で映像にするため、
客観的・効果的に水中フォームなどを確認することができ
ます。映像を見ながらの泳法指導も行っていますので、ぜ
ひご利用ください。
▼水中モニターシステムの使用料

※別途200円で、映像を録画したＤＶＤを差し上げます。

区分
西条市民
市外の方

使用登録料（年度ごと）

無料
1,000円

使用料（１回につき）

300円
300円

９月の休館日：毎週月曜日（15日開館）

　　　　　　　16日㈫、17日㈬、24日㈬
開館時間：９時～22時

生涯学習の館　天神1－205　℡0897－53－8686

フォト秋桜グループ写真展　９月２日㈫～28日㈰
木工創作教室　９月13日㈯・27日㈯　13時～17時
　初めての方でも簡単に作れます。材料費は個人負担。
中高年ピアノ教室　９月３日㈬・10日㈬　13時～16時
　対象：40歳以上の初心者
水彩画・油絵教室
　９月６日㈯・20日㈯
　19時～22時
　初めての方でも基礎から習えます。
　用具は各自で準備。

西条郷土博物館　明屋敷237－1　℡0897－56－3199

所蔵品展　９月２日㈫～30日㈫ 

９月の休館日：毎週月曜日（15日開館）

                              16日㈫、17日㈬、24日㈬
開館時間：９時～17時

９月の休館日：毎週月曜日、23日(火)
開館時間：８時30分～17時

佐伯記念館・郷土資料館
丹原町池田1711－１　℡0898－68－4610

全日本写真連盟東予支部展　９月６日㈯～21日㈰
　美しい季節の風物、花など会員の皆さんの力作を展示し
ます。京都きものの女王撮影会、大山祇神社奉納の仕舞、
各地域の夏祭りの作品などをぜひご覧ください。

七夕フォトコンテスト写真展
　９月26日㈮～10月12日㈰
　「丹原七夕夏まつり」をテーマ
にした写真コンテストの作品を展
示します。花・風景などの協賛作
品もあわせて展示します。

　この宝くじの収益金は、市町村の明るいまちづ
くりや環境対策、高齢化対策など地域住民の福祉
向上のために使われます。

■発売期間
　９月29日㈪から
　10月17日㈮まで
■抽選日
　10月22日㈬
■販売価格
　１枚300円

　加茂川に架かる伊曽の橋（通称：メロディー橋）の欄干には、
「ふるさと」などの曲が奏でられる鉄琴が、市民の方の寄付に
よって取り付けられています。この鉄琴の打棒作製について、
５月号の広報紙で協力をお願いしたところ、このたび、社会
福祉法人西条市社会福祉協議会「生きがいデイサービス」の
皆さんのご協力によって、かわいい絵柄付きの打棒が作成さ
れました。（下写真）　
　この打棒は８月からメロディー橋に設置していますので、
ぜひご利用ください。また、打棒の穴あけなどの作業は㈱弓
山建設にご協力いただきました。
■問合せ　市庁舎別館建設道路課
　　　　　道路調査情報係　℡0897ー52－1232
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定員制の行事や教室は早めに、直接または電話で、こどもの国へ予約してください。

９月の休館日：毎週月曜日（15日開館）

　　　　　　　16日㈫、17日㈬、24日㈬
開館時間：８時30分～17時

小学２～６年生
定員：10人

13日
13：30～16：30

６日・20日
10：00～12：00絵画教室

五色百人一首で遊ぼう！

太陽や星を見る会（第３回）
テーマ：夏の星座と木星

木彫教室

13日
10：00～12：00

６日
19：30～21：00

７日・28日
13：30～16：30

13日
13：30～15：00

小・中学生　定員：20人
材料費：30～400円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

こどもの国　９月の行事予定表

行事・教室名 日　　時 備　　　　考

親子木工教室

小学３年～中学生
定員：10人

染め物教室

15日
13：30～15：00

15日・27日
13：30～15：30

囲碁教室

行事・教室名

小・中学生
定員：10人

日　　時 備　　　　考

小・中学生
小学１～３年生は保護者同伴
定員：10人

14日
14：00～15：00

小学４年生以上
定員：60人

楽しい英語絵本の
読み聞かせストーリーテリング

毎週土曜日
14日・28日
11：00～11：30

小・中学生
小学１～３年生は保護者同伴
定員：10人

楽しい電子工作
不思議なライト

23日
13：30～15：30

楽しい電子工作
消すとつくライト!?

小学生以上（保護者同伴）
定員：10人

おもしろ工作教室
ステンドグラスを作ろう

かみしばい・なぞなぞ
絵本の読み聞かせなどおはなしのへや

毎週土・日曜日
（21日除く）
14：00～14：30

小学生
定員：30人

イラスト教室 20日
13：30～15：30

５歳児～小学生　幼児は保護者同伴
定員：20人　材料費：105円
（ビンなどを持参する場合は無料）

将棋教室

14日
13：30～16：30

小学４～６年生
定員：10人

４歳児～中学生　幼児は保護者同伴
定員：16人　材料費：250円　
必要なもの：エプロン

９月の休館日　
石鎚山ハイウェイオアシス館：無休
椿交流館（椿温泉こまつ）：毎週水曜日
開館時間
石鎚山ハイウェイオアシス館：９時～18時
（有料展示館の入館受付は９時30分～17時30分）
椿交流館（椿温泉こまつ）：10時～22時（札止め21時30分）

石鎚山ハイウェイオアシス館・椿交流館
小松町新屋敷乙22－29

℡0898－76－3111（オアシス） ℡0898－76－3511（椿交流館）

四季花暦　花風景写真展　
　９月１日㈪～27日㈯　場所：椿交流館

　季節を追って咲き誇る草花。
鮮やかに、そして人目を忍んで
ひっそりと可憐に咲く春夏秋冬
の身近な花を撮った木村春実さ
んの作品約10点を展示します。
水仙、桜、ひまわり、コスモス
など四季折々の見ごたえある花の写真をぜひご覧ください。

９月の休館日：毎週月曜日（15日開館）

　　　　　　　16日㈫、17日㈬、24日㈬
開館時間：９時30分～18時（土・日曜日は17時まで）

東予郷土館　周布427　℡0898－65－4797

西条市の歌碑展　９月10日㈬～10月29日㈬
　五島茂・美代子夫妻、石榑千亦、近藤篤山などの歌碑に
ついて、写真と資料で紹介します。

９月の休館日：毎週月曜日（15日開館）

　　　　　　　16日㈫、17日㈬、24日㈬
開館時間：９時～16時30分

愛媛民芸館　明屋敷238－8　℡0897－56－2110

九州地方の陶磁器と金工品展　９月末まで
　小鹿田焼、肥前焼、伊万里焼などの陶磁器と手燭や茶釜
などの金工品を展示します。

９月の休館日：毎週月曜日（15日開館）

　　　　　　　16日㈫、17日㈬、24日㈬
開館時間：９時～17時

考古歴史館　福武乙27－6　℡0897－55－0419

関東大震災資料展　９月３日㈬～28日㈰
　1923年（大正12年）９月１日に発生した関東大震災の被
害状況について、市内在住の高橋重美さんが、絵はがき・
オリジナル写真・写真新
聞をもとに紹介します。
　85年前の大災害につい
て認識を深め、備えの充
実と災害の未然防止の大
切さを考えてみませんか。

考古学講座　９月７日㈰　13時～15時
　テーマ：葬る（墓の変遷）　対象：小学生以上
　講師：㈶愛媛県埋蔵文化財調査センター　岡田敏彦氏

こどもの国　明屋敷131－2　℡0897－56－8115

プラネタリウム情報　
リカちゃんとプラネタリウムへＧＯ！（約40分）
投影開始時間　
〇火～土曜日：13時30分、15時
〇日曜日・祝日：11時、13時10分、14時20分、15時30分
※観覧料（50～200円）が必要です。65歳以上の方は無料。

児童生徒科学展　９月６日㈯・７日㈰
　展示時間：９時～16時　場所：３階特別展示室　

紅鳥会展（趣味の作品展）　９月19日㈮～28日㈰
　展示時間：９時～15時　※初日は12時開場。最終日は12時閉場。

　場所：３階特別展示室
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９月の休館日：毎週月曜日、16日㈫、23日㈫
開館時間：８時30分～17時

■９月14日・28日（日曜日）
若葉町みんなの広場　10：00～10：30
ファミリーハイツ北公園　10：50～11：30
田野公民館　　　　　14：00～14：40
佐伯記念館　　　　　15：00～15：50

■９月９日・23日（火曜日）
加茂公民館　　　　　10：00～10：30
伊曽乃神社鳥居前　　10：50～11：30
中川公民館　　　　　14：00～14：50
氷見公民館　　　　　15：30～16：20

■９月２日・16日・30日（火曜日）
玉津団地集会所　　　10：00～10：30
大谷西　　　　　　　10：40～11：20
港新地集会所　　　　13：30～14：00
生涯学習の館　　　　14：30～15：10
玉津小学校　　　　　15：20～16：20

■９月10日・24日（水曜日）
千野々バス停前　　　10：00～10：30
舟形バス停横　　　　11：00～11：30
新御堂児童公園　　　13：30～14：00
野々市集会所　　　　14：10～14：40
橘公民館　　　　　　14：50～15：20
神戸公民館　　　　　15：40～16：30

■９月３日・17日（水曜日）
船屋集会所　　　　　10：00～10：40
飯岡戻川集会所　　　11：00～11：30
飯岡公民館　　　　　13：30～14：30
西福寺入口　　　　　14：50～15：20
ＪＡ西条玉津支所　　15：40～16：10

■９月６日・20日（土曜日）
飯岡西原集会所　　　10：00～10：40
グリーンハイツ３号公園　10：50～11：30
オレンジハイツグラウンド　13：30～14：20
大町公民館　　　　　14：40～15：30

■９月13日・27日（土曜日）
小松農村環境改善センター　10：00～10：40
氷見西町集会所　　　11：00～11：30
旧西田郵便局横　　　13：30～14：10
禎瑞中組　　　　　　14：30～15：00
八幡集会所　　　　　15：20～15：50

■９月７日・21日（日曜日）
兎之山集会所　　　　10：00～10：30
ＪＡ西条神戸低温倉庫　11：00～11：30
ＪＡ周桑徳田支所　　14：00～14：40
ＪＡ周桑光下田出張所　15：00～15：40

※カワセミ号をご利用いただくには、西条図書館の「利用カード」が必要です。

▼９月の移動図書館車「カワセミ号」巡回コース▼

　児童館で開催する催しや教室などを紹介します。
　詳しい内容や申込方法などは、各児童館へお問い合
わせください。
※幼児は、必ず保護者同伴でお越しください。

西条児童館　大町456－1　℡0897－56－2511
■リトミックタイム（申込必要、電話申込は不可）
　９月10日㈬、10月８日㈬、11月５日㈬
　○２歳児クラス　10時～10時30分
　　対象：２歳児と保護者　定員：10組
　○３歳児クラス　10時45分～11時15分
　　対象：３歳児と保護者　定員：10組
　※９月～11月の間で、月１回の３回コースです。前
　　回の参加者はご遠慮ください。
■英語おはなし広場
　９月11日㈭・25日㈭　11時～11時20分
■ゲーム遊び
　９月13日㈯　14時～15時30分
　対象：小学生　定員：15人

西条西部児童館　氷見西新開59　℡0897－57－6061
■こども映画会「ピノキオ」
　９月６日㈯　13時30分～15時
■敬老の日のプレゼント作り（申込必要）
　９月13日㈯　10時30分～11時30分
　対象：小学生　定員：10人
　めがねケースを作ります。
■かんたん工作「ビーズのマスコット」（申込必要）
　９月27日㈯　10時30分～11時30分
　対象：小学生　定員：10人

東予西児童館　広岡甲92－2　℡0898－66－5342
■茶道クラブ
　９月13日㈯　10時～12時
　対象：幼児～小学生
■リズム教室
　９月20日㈯　10時30分～11時30分
　対象：幼児～小学３年生　　
■敬老の日のプレゼント作り
　９月10日㈬～13日㈯　14時～16時
　対象：小学生
　色紙人形を作ります。

丹原児童館　丹原町池田1802－3　℡0898－68－6960
■つくって遊ぼうデー「筒ひこうき作り」
　９月７日㈰　10時～11時30分
　飛ぶおもちゃを作って遊びます。
■敬老の日のプレゼント作り（申込必要）
　９月13日㈯　14時～15時30分（予定）
　定員：30人
　かめのキーホルダーを作ります。
■光る泥だんご作り（申込必要）
　９月20日㈯　14時～15時30分
　対象：４歳以上の幼児・小学生
　定員：30人　費用：100円
　えひめこどもの城から児童厚生員が来ます。

小松温芳図書館・郷土資料室
小松町新屋敷甲3007－1　℡0898－72－5634

祭りのデザイン・だんじりの意匠　９月28日㈰まで
　だんじりの意匠の原点を探ります。屋台の胴板とその下絵、
また下絵の基となった江戸時代の絵
本などから、現在の形になるまでを
実物の展示からご覧になれます。小
松藩絵師・首藤豊慶や西条の名彫刻
師・近藤泰山のコーナーもあります。

９月の休館日：毎週月曜日（15日開館）

              16日㈫、17日㈬、24日㈬、30日㈫
開館時間：９時30分～17時30分

９月の休館日：毎週月曜日（15日開館）

              　　　   16日㈫、17日㈬、24日㈬、30日㈫
開館時間：９時30分～19時

エイジハラスメント
内館牧子／著

西条図書館　　　明屋敷238－2　　　　　   ℡0897－56－2668
東予図書館　　　周布427　　　　　　　　 ℡0898－65－4797
小松温芳図書館　小松町新屋敷甲3007－1　℡0898－72－5634

日本の男はなぜ
若い女ばかりが
好きなのか？女
は年をとったら
価値がないのか
？充実した人生
とは？
出版：幻冬舎

しーっしずかに
いちかわけいこ／作・つるたようこ/画

ママが病気で寝
てるから、今日
は静かにしなく
っちゃ。だけど
雨が降ってきて
…。心温まる絵
本。
出版：佼成出版社
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①　枝豆をゆでて、さやから豆を出す。
②　玉ネギ、ニンジン、ゴボウを適度な大きさに切り、
　ゴボウはささがきにする。
③　①、②、小エビ、乾燥湯葉をボールに入れ、水、塩、
　小麦粉を加えて混ぜる。（小麦粉は具材にまぶす程度
　の量を使ってください）
④　油を180℃程度に温め、③を適度な大きさに取って
　入れる。
⑤　④が色づき、浮いてきたら取り上げて完成。

　枝豆は大豆の未熟豆ですが、十分な栄養価があります。中でも
ビタミンＢ１は糖質をエネルギーに変え、体内で疲労物質に変わ
るのを防ぎ代謝を促す効果があるので、夏場のそうめんやアイス
など、糖質過多になりやすい時期には大きな役割を果たします。

素材・分量（４人分）

栄養価（１人当たり）

栄養士チェック 　お酒は精神的な緊張をほぐし、ゆったりした気
分になるなどの効果がある反面、飲み方によって
は肝臓に障害が起きるなど健康に害を及ぼすこと
もあります。
　お酒は健康的に飲むことが大切です。そのため
には１日の適量（日本酒なら１合程度）を守り、
週に２日の休肝日を設け、栄養バランスのとれた
おつまみをとることです。おつまみに適している
ものは、高タンパクで低カロリーの大豆製品や魚
類、野菜や海草類など、ビタミン豊富なものがよ
いでしょう。タンパク質は胃壁を保護し、肝臓の
働きをよくします。ビタミンＣは悪酔いの原因で
もあるアセトアルデヒドという有害物質を処理し
ます。低カロリーでタンパク質、ビタミンも豊富
な枝豆はおつまみに適しています。

上手におつまみをとって
　　　　健康的にお酒を飲みましょう！

作付面積：14ha
生産数量：80ｔ（県内第３位）
資料：平成18年産　野菜類の生産販売統計

　楽しくお酒を飲んでもらいたい
と、地酒と地元食材を中心に提供
しています。枝豆はゆで豆を口に
運ぶのが楽しい食材ですが、ソラ
マメのように網で軽く焼いてみて
も豪快で面白いと思います。塩も
みして一晩おいたものを軽く水に
くぐらせてから焼いてください。
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　８月12日、全国大会へ出
場する市内の中学生11名、
小学生８名が市長を表敬訪
問しました。中学生は17日
から北陸地方で開催される
全国中学校体育大会での健
闘を誓い、小学生は、陸上
競技、バドミントン、ソフ
トテニスの競技での抱負な
どを話しました。
　市長からは、次代を担う
頑張る子どもたちに、大会
に向けての励ましの言葉が
送られました。

　７月22日に松山河川国道事務
所において、ボーイスカウト西
条第11団が事務所長表彰を受賞
されました。この表彰は、国道
の植樹帯の除草や清掃、花壇の
花植えなど、道路環境の美化活
動を積極的に行っている団体に
対し贈られるものです。
　ボーイスカウトの「奉仕」の
精神にのっとった長年の努力が
評価され、この度の受賞となり
ました。西条第11団の皆さん、
おめでとうございます。▲表彰式の様子

▲
 

活
動
の
様
子

　学術、文化ならびに経済分野
における日独間の国際的な協力
を支援し、深めることを目的に
国立青少年教育振興機構が実施
する日独勤労青年交流事業で８
月５日にドイツへ出発する西条
中央スポーツクラブ太極拳指導
員の森夏枝さん（氷見乙）が、
市長を表敬訪問されました。
　森さんは、ドイツでのホーム
ステイやスポーツ施設および企
業での研修などを通して、働く
者同士で意見交換を行い、実り
の多い交流を行いたいと熱く抱
負を語ってくれました。 市長と記念撮影する森さん（左）

　第３回若年者ものづくり
競技大会が、去る８月６日
から８日にかけて相模原市
で開催され、東予高等学校
の青野剛大君（機械科３年
生・東予西中出身）が出場
し、旋盤部門で日頃の実力
を遺憾なく発揮し（写真円
内）、見事優勝しました。
　11月には、工業高校の技
術の向上をめざし東大阪市
で行われる「第８回高校生
ものづくりコンテスト全国
大会」への出場も決定して
おり、今後の活躍も期待さ
れています。

　子どもたちの健全育成を図
るため、旧東予市内各地区の
子ども会員が一堂に会し、第
１回の夏休み・子どもチャレ
ンジフェスティバルが中央公
民館で開催されました。
　当日は、児童や保護者など
約3 0 0人が参加。「フィル
ムケース積み」などのゲーム
に挑戦し、一喜一憂しながら
友達とはしゃいでいました。
また、他校の児童とも同じ話
題で盛り上がり、所期の目的
である交流も促進され、有意
義な一日が過ごせました。

　松山空港２階の出発ロ
ビーにだんじり２台を展
示し「水の都　西条の観
光と物産フェア」が開催
されました。
 会場では帰省客や見送
りの人たちが、だんじり
を興味深そうにのぞき込
んだり、うちぬきを試飲
しながら西条ならではの
物産を買い求めたりと連
日盛況でした。

▲

 

入
賞
し
た
玉
津
分
団
の
選
手
の
皆
さ
ん
（
上
）
と
操
法
披
露
の
様
子
（
下
）

 日頃の消防訓練の成
果を競う第25回愛媛県
消防操法大会が、松山
市の愛媛県消防学校大
規模訓練場において開
催されました。
　この大会には、県下
各地区から選抜された
代表(消防ポンプ自動
車の部15チーム・小型
ポンプの部17チーム)
が出場。当市から玉津
分団と小松分団が代表
として出場し、きびき
びとした消防操法を披
露。伝統的に南予のチ
ームが強い中、東中予
で唯一玉津分団が消防
ポンプ自動車の部で見
事27年ぶりに５位入賞
を果たしました。

４



　市内25の小学校から６年生の代表60名が参加し、７月31日に
12歳教育推進事業「第１回子ども防災サミット」を開催しまし
た。サミットでは、今年度３回開催される防災サミットの内容
や防災キャンプについての説明を行いました。
　また、８月６日・７日には神戸小学校において、「災害から
生きのびるために、必要なことをつかもう」というテーマで、
サミット代表者による防災キャンプを行いました。当日は、地
元神戸校区の人たちも参加し、煙体験、３Ｄシアター、降雨体
験、土のうづくり、水づくり、非常食体験などを行い、実際に
経験することによって、災害時に役立つ貴重なキャンプになり
ました。

　真夏の風物詩「おかげん祭市民花火大会」が盛大に開催され
ました。
　市民の皆さんの熱い思いによって復活し２回目の夏を迎える
今年は、15号玉（45cm）を含む約2500発の花火が夜空に打ち上
げられました。会場周辺は多くの見物人で賑わい、綺麗な花火
が打ちあがるたびに、大きな拍手と歓声が上がっていました。

　国土交通省「海の月間」の協賛事業として、マリンスポーツ
財団と西条市が主催の「マリンフェスタin西条」が開催され、
のべ約1000人の入場者で賑わいました。
　参加者は、今治海上保安部の巡視船の船内見学やバナナボー
ト体験などを通し、海の安全や楽しみ方を学びました。

バナナボート

巡視船「せとぎり」船内見学巡視船「せとぎり」船内見学

　小中学生の海への関心を高め、海の恩恵に感謝するとともに、
変貌する郷土を海上から見聞することによって郷土を見つめ直し、
併せて参加者親子相互のふれあいを高めることを目的に、第34回
研修の船を実施しました。　　　　　　　　　　　　　　　　　
　当日は、約1000人の参加者が朝８時にオレンジフェリーに乗船
し、ブリッジの見学、四国運輸局による出前講座、海上保安部巡
視艇パレード、救命筏展張実験、救命胴衣の着用実習、海事広報
協会による青少年海洋環境教室などを体験。船員や職員の皆さん
の説明を聞き、熱心にメモを取る子どもたちの姿が印象的でした。

ジェットスポーツ
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　県下でも最大級の七夕イベント
である丹原七夕夏まつりが、今年
も盛大に開催されました。
　今年も恒例の吉野連による阿波
踊りや多くの丹原地域の方々が参
加した盆踊り、子どもたちによる
パラパラダンス、愛媛マンダリン
パイレーツの選手との交流などで
盛り上がりました。
　残念ながら２日目と最終日には
夕立があり、少し水を差された感
じでしたが、通りは多くの人で賑
わっていました。

▲
 

道
前
太
鼓

▲

 

元
気
な
子
ど
も
た
ち

       

に
よ
る
パ
ラ
パ
ラ
ダ

       

ン
ス

▲   マンダリン
　パイレーツの
　選手との交流

盆踊り

阿波踊り

　夏恒例の小松町ふるさと祭りが開
催され、多くの市民が参加し、夏の
夜を楽しみました。
　２日は、うなぎのつかみどりや輪
投げなどのイベントが盛り沢山。子
どもたちが、真剣な表情でチャレン
ジしていました。
　３日には小松音頭踊りや宝投げな
どが行われたほか、フラダンスも初
登場し、大いに盛り上がりました。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　私が西条市の国際交流員として愛媛県へ来たのは１年前のこと
　　　　　　　　　　　　　　　　　です。自分が選んだというよりも、偶然西条市に派遣されました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　大学時代に留学していた千葉県に比べると、確かに愛媛県の方が
　　　　　　　　　　　　　　　　　断然穏やかで大自然にあふれています。しかし、私たち日本に住
　　　　　　　　　　　　　　　　　んでいる外国人が、どこにいても必ず、ある程度経験せざるを得
　　　　　　　　　　　　　　　　　ないことがあります。
　それは、外国人として特別扱いされることです。例えば、外国の人がお箸を使えると褒められること
がよくあります。頻繁に言われ過ぎるせいか、これは日本に住んでいる多くの外国人の怒りのもとにな
っています。でも私は、実際に、自分の箸使いが人よりうまいなら、怒らなくてもいいかな…と少し自
惚れることにしています。もちろん、外国人の経験はこのお箸の件に限りません。家族や恋人のこと、
身長や靴のサイズを聞かれるのは日常茶飯事です。日本人は、日本の食文化が外国人にとって斬新なも
のだろうと思うかもしれませんが、「和食が食べられるんですか？」と聞くのも、もしかして特別な扱い
ではないでしょうか。なぜかというと、私たち外国人が自国にいて、日本人がハンバーガーを食べてい
るのを見ても、「ハンバーガー食べられるの？」とは絶対聞こうと思わないからです。
　しかし、どこにいるかに関わらず「なぜ日本が好き？」という質問には常に答えてきました。今まで
いろいろな答えをしたことがあります。食事がおいしいからとか、映画や音楽が違っていて面白いから
とか、大江健三郎の文学にはまったからなどです。けれども今は、私の人生はたまたま日本に大きくつ
ながってきたのだと思います。外国人でも日本人でもなく、私は世界の中に生きています。それがミネ
ソタから日本へとたどり着いたわが道 “ｍy　way” なのです。

▲国際交流員

　ケイレブ・デマレーさん
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武
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鎚
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塚
靖
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瀬
戸
の
橋
の
梅
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矢
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江
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ゆ
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黒
川
典
子

　８月号に掲載したさいじょう文芸広場で、川柳の作
者に誤りがありました。お詫びして、訂正いたします。
［正］毛利春子　［誤］弓山鶴子

■
俳
句
・
川
柳
・
短
歌
　

作
品
募
集

　

作
品
（
俳
句
・
川
柳
・
短
歌
の
別
を
書
き
、

漢
字
に
は
ふ
り
が
な
を
振
っ
て
く
だ
さ
い
）
・

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
毎
月
１

日
ま
で
に
担
当
課
へ
郵
送
・
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

応
募
先

　

〒
７
９
３―

８
６
０
１
　

明
屋
敷
１
６
４
　

　

市
庁
舎
本
館
　

総
務
課
　

広
報
情
報
係

　

℡
０
８
９
７―

５
２―

１
２
０
４
（
直
通
）
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ありがとうございました
　次の方々からご厚志をいただきました。厚
くお礼申し上げます。 （順不同　敬称略）

■まごころ銀行へ
▽棗　優樹（野々市）▽木場初美（三津屋）

▽竹形静雄（広岡）▽藤原正志（高田）▽

国際ソロプチミスト西条▽玉津小学校▽茶

道裏千家淡交会西条支部いしづち青年部▽

丹原歌謡クラブ▽小松局切手類販売協会組

員一同

■老人ホーム明水荘へ
▽生け花指導　稲住育子（下島山甲）▽散

髪　伊藤泰博（明神木）▽新聞　芥川秀人

（神拝甲）▽押し花指導　佐藤ミヨ・秋月理

作子（大町）、長瀬　皋（中野甲）▽歌・踊

り等　生きがい研究会▽歌・うちわ作り　

西条高校ＪＲＣ

■老人ホーム石燧園へ
▽縫物奉仕　周桑天理教婦人部▽ポーチュ

ラカ（プランター植え５鉢）　石根小学校児

童会

■特別養護老人ホーム道前荘へ
▽喫茶・カレンダー作り　コープえひめ福

祉グループ▽歌・踊り　ふじ美ボランティ

ア和▽車椅子掃除等　丹原東中学校▽ 余暇

活動　小松中学校▽ポーチュラカ（プラン

ター植え５鉢）　石根小学校児童会

　

苦
し
み
た
い
、
悲
し
み
た
い
、

死
に
た
い
、
人
を
傷
つ
け
た
い
、

殺
し
た
い
、
そ
う
思
っ
て
生
ま
れ

て
く
る
子
ど
も
は
い
ま
せ
ん
。

　

楽
し
み
た
い
、
笑
い
た
い
、
安

心
し
た
い
、
人
と
話
し
た
い
、
遊

び
た
い
、
仲
良
く
な
り
た
い
、
人

を
愛
し
た
い
、
愛
さ
れ
た
い
、
そ

う
思
っ
て
、
疑
い
な
く
信
じ
て
、

み
ん
な
生
ま
れ
て
く
る
の
で
す
。

　

こ
の
言
葉
は
、
夜
回
り
先
生
・

水
谷
修
先
生
の
「
子
ど
も
た
ち

へ
」
と
い
う
本
の
中
の
言
葉
で
す
。

青
少
年
の
悲
し
い
事
件
が
後
を
絶

ち
ま
せ
ん
。
他
人
の
命
を
奪
う
こ

と
は
、
自
分
の
命
を
な
く
す
こ
と

と
一
緒
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
、
日
本
中
の
多
く
の
子
ど
も
た

ち
が
、
不
登
校
あ
る
い
は
引
き
こ

も
り
と
い
う
行
為
で
、
自
分
た
ち

の
し
ん
ど
さ
を
大
人
に
訴
え
て
い

ま
す
。
こ
の
子
ど
も
た
ち
の
一
生

懸
命
の
訴
え
を
、
私
た
ち
は
真
剣

に
受
け
止
め
な
く
て
は
い
け
な
い

と
思
い
ま
す
。

　

先
日
、
西
条
市
青
少
年
健
全
育

成
市
民
大
会
が
開
か
れ
、
多
く
の

出
席
者
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中

で
、
中
高
生
の
意
見
発
表
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
発
表
の
中
に
は
、

共
通
し
た
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

「
つ
ら
い
と
き
、
苦
し
い
と
き
、

お
母
さ
ん
が
ぎ
ゅ
っ
と
抱
き
し
め

て
く
れ
た
こ
と
を
忘
れ
ま
せ
ん
」

と
。
ぎ
ゅ
っ
と
抱
き
し
め
て
く
れ

た
と
き
、
心
も
一
緒
に
抱
き
し
め

て
く
れ
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
一
生
懸
命

大
人
と
一
緒
に
生
き
て
い
た
い
と

シ
グ
ナ
ル
を
送
っ
て
い
る
の
に
、

大
人
の
心
に
は
子
ど
も
た
ち
の
思

い
が
届
い
て
い
な
い
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

生
ま
れ
る
前
の
記
憶
を
持
っ
て

い
る
子
ど
も
が
ま
れ
に
い
る
と
い

う
こ
と
を
、
産
婦
人
科
の
先
生
が

研
究
し
て
い
ま
す
。
そ
の
先
生
に

よ
る
と
、
子
ど
も
は
空
で
神
様
と

相
談
し
て
、
親
を
選
ん
で
生
ま
れ

て
く
る
と
話
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

こ
ん
な
に
多
く
の
人
間
の
中
か
ら
、

自
分
た
ち
を
選
ん
で
く
れ
た
と
思

う
と
、
わ
が
子
の
愛
お
し
さ
が
、

ま
た
大
き
く
な
り
ま
す
。

　

水
谷
先
生
は
、
生
徒
を
叱
っ
た

り
殴
っ
た
り
し
た
こ
と
が
な
い
そ

う
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
子
ど
も
た

ち
は
み
ん
な
「
花
の
種
」
だ
と
考

え
て
い
る
か
ら
で
す
。
親
や
学
校

の
先
生
、
地
域
の
大
人
た
ち
な
ど

が
、
慈
し
み
、
愛
し
、
丁
寧
に
育

て
れ
ば
、
子
ど
も
は
必
ず
美
し
い

花
を
咲
か
せ
る
と
信
じ
て
い
る
か

ら
だ
そ
う
で
す
。

美しい花を咲かせるために
小松町人権・同和教育推進者の会　越智ミドリ№46

　人権擁護委員や法務局職員が、いじめ・体罰・児童虐待など
子どもの人権問題に関する相談にのってくれます。
※予約不要・無料・秘密厳守。
◆受付期間　９月８日㈪～14日㈰
　　　　　　月～金曜日：８時30分～19時
　　　　　　土・日曜日：10時～17時
◆電話番号　０１２０－００７－１１０
　　　　　　（通話料無料。携帯電話からの相談も可能）
◆問い合わせ　松山地方法務局　℡089－932－0888

全国一斉「子どもの人権１１０番」強化週間

市内全小学校に食育の副読本が贈呈されました

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で

。

　７月14日㈪、ＪＡ西条・ＪＡ周桑から、
食育に関する小学校高学年向けの副読本
（3918冊）が市内各小学校に贈呈されま
した。授業の中で有効に活用し、食の大
切さや農業の役割について学びを深めて
いきたいと考えています。

広報さいじょう　2008　9月号 28



定 期 無 料 相 談
■人権相談
○９月18日㈭　13時～17時　大町公民館
　問合せ　市庁舎本館市民相談課　℡0897－52－1243
○毎週月・水・金曜日（祝日除く）　９時～16時
　松山地方法務局西条支局１階総務係
　問合せ　西条人権擁護委員協議会　℡0897－56－0188

■行政相談
○９月２日㈫・10月７日㈫　13時～15時
　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　東予総合支所総務課　℡0898－64－2700内線134
○９月９日㈫　９時～12時　丹原福祉センター
○９月24日㈬　９時～12時　田野公民館　
　問合せ　丹原総合支所総務課　℡0898－68－7300内線230
○９月９日㈫・10月７日㈫　13時～15時
　市庁舎本館市民相談課
　問合せ　市庁舎本館市民相談課　℡0897－52－1243
○９月19日㈮　13時～15時　小松農村環境改善センター
　問合せ　小松総合支所総務課　℡0898－72－2111内線218

■法律相談
　事前予約が必要。（予約受付は９月１日～）
　内容　弁護士が担当（定員15人、１人15分）
○９月10日㈬・24日㈬　13時～17時　市庁舎本館市民相談課
　問合せ　市庁舎本館市民相談課　℡0897－52－1243
○９月17日㈬　13時～17時　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　東予総合支所総務課　℡0898－64－2700内線134

■青少年電話相談
◆ヤングテレホン　月～金曜日　８時30分～17時
　℡0897－52－2828（青少年育成センター）
　℡0897－56－4976（西条警察署）
　℡0898－65－4976（西条西警察署）
◆いじめ相談ダイヤル24　毎日24時間受付
　℡0570－0－78310（ＰＨＳ・ＩＰ電話は℡089－960－8522）

■消費生活相談
　月～金曜日（祝日除く）　
○８時30分～17時　市庁舎本館市民相談課　℡0897－52－1463
　　　　　　　　　各総合支所総務課（電話番号は10頁上段掲載）
○９時～16時　愛媛県消費生活センター　℡089－925－3700

■社会保険出張相談
　９月10日㈬　10時～15時30分　西条商工会議所
　問合せ　新居浜社会保険事務所　℡0897－35－1300
　年金特別便のお問い合わせは専用ダイヤル0570－058ー555へ

■無料不動産相談
　９月10日㈬　13時～15時
　西条商工会議所東予支所　℡0898－64－5000
　主催　宅建協会周桑支部、西条商工会議所

■子育て相談
◆カウンセラーによる専門的相談（教育・発達、医療など）
　毎週土・日曜日　10時～16時
　総合福祉センター（もてこい元気館）
　問合せ　地域子育て支援センター「ひだまり」　℡0897－55－1018
　※９月20日㈯  （10時～12時） には小松公民館でも専門的相談を
　　実施します。問合せは、たんぽぽクラブ（℡0898－72－2538）へ。
◆平日の子育て相談（地域子育て支援センター）
　○ひだまり　　総合福祉センター内　℡0897－55－1018
　○おさなごゆめの城　飯岡保育園内　℡0897－55－2311
　○らっこ・はうす　東予南保育所内　℡0898－64－3112
　○たんぽぽくらぶ　小松東保育所内　℡0898－72－2538
　○さくらんぼ　中川さくら保育園内　℡0898－73－2141

■心配ごと相談
○総合福祉センター（もてこい元気館）　℡0897－53－0880
　月～金曜日（祝日除く）　13時～16時
○東予総合福祉センター（ほほえみプラザ）　℡0898－64－2600
　月・金曜日（祝日除く）　９時～12時
○丹原福祉センター　℡0898－76－2433
　毎週火曜日（祝日除く）　９時～12時
○小松地域福祉センター　℡0898－72－6363
　第２・４水曜日（祝日除く）　13時～16時
　問合せ・主催　社会福祉協議会　各支所

■専門相談員によるＤＶ相談（夫やパートナーからの暴力についての相談）
　毎週水曜日　８時30分～17時15分　市庁舎別館女性児童福祉課
　問合せ　市庁舎別館女性児童福祉課　℡0897－52－1373

■司法書士法律無料相談（多重債務相談を含む）
　９月16日㈫　10時～12時　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　愛媛県司法書士会　℡0898－68－3373　担当：池田

■社会保険等相談
　９月11日㈭　10時～16時　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　市庁舎本館産業振興課　℡0897－52－1482

■土地建物取引相談
　９月８日㈪　13時～15時　宅建協会西条支部（兵庫ビル２階）
　問合せ ・ 主催　宅建協会西条支部　℡0897ー55ー0988

■お酒の悩み相談
　９月24日㈬　18時～19時　総合福祉センター３階第１会議室
　問合せ　西条断酒会　℡0897－55－8030　担当：辻本

■補聴器相談会
　９月17日㈬　10時～15時　市庁舎本館１階101会議室
　　　　　　　　　　　　　東予総合支所１階第１会議室
　問合せ　市庁舎別館社会福祉課　℡0897－52－1214

■精神障害者の家族相談会
　９月18日㈭　13時30分～15時30分
　総合福祉センター２階社会活動団体室
　問合せ　さくら家族会（さくらんぼハウス内）℡0897－53－1803

◆不動産鑑定士による無料相談会
日時　10月１日㈬　10時～16時
場所　総合文化会館研修室
相談内容　価格・賃料・売買など不動産に関すること
問合せ　㈳愛媛県不動産鑑定士協会事務局　℡089－941－8827
◆「法の日」無料法律相談会
日時　10月１日㈬　９時30分～11時20分、13時～14時20分（予約不可）
場所・問合せ　新居浜簡易裁判所　℡0897－32－2743
主催　愛媛弁護士会西条支部

◆多重債務者無料相談会
　愛媛県・愛媛弁護士会・愛媛県司法書士会が合同で、消費
者金融などに借金を抱えてお困りの方を対象に、相談会を開
催します。
日時　９月11日㈭　10時～16時（予約制）
場所　東予地方局今治庁舎
予約受付　９月４日㈭までの月～金曜日
　　　　　（８時30分～17時30分）
問合せ・予約先　東予地方局総務県民課　℡0897－56ー1300
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『
あ
れ
、
Ａ
ち
ゃ
ん
が
お
か
し

い
。
さ
っ
き
お
風
呂
に
入
る
ま
で

は
ミ
ル
ク
も
よ
く
飲
ん
で
い
た
し

機
嫌
も
良
か
っ
た
の
に
』

　

体
温
を
計
る
と
39
度
も
あ
り
ま

し
た
。
若
い
お
母
さ
ん
は
ど
う

し
て
良
い
か
わ
か
ら
ず
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
に
相
談
し
ま
し
た
。

　

『
そ
ん
な
に
熱
が
あ
っ
た
ら
頭

が
ど
う
に
か
な
っ
た
ら
い
か
ん
の

で
、
す
ぐ
に
病
院
に
連
れ
て
行
き

な
さ
い
』
と
の
こ
と
で
し
た
。
現

在
夜
の
９
時
半
で
す
。

　

か
か
り
つ
け
の
小
児
科
に
電
話

を
し
ま
し
た
が
、
留
守
電
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
本
日
の
当
直
は
午

後
10
時
ま
で
は
Ｂ
医
院
で
し
た
。

　

こ
こ
は
内
科
で
小
児
科
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
午
後
10
時
か
ら
は
Ｃ

病
院
が
当
番
で
し
た
。
こ
こ
は
小

児
科
が
あ
る
病
院
で
し
た
の
で
、

10
時
ま
で
待
っ
て
Ｃ
病
院
に
か
か

り
ま
し
た
。
今
日
の
Ｃ
病
院
の
当

直
医
は
小
児
科
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
の
時
、
救
急
車
が
き

て
、
ず
い
ぶ
ん
診
察
ま
で
に
時
間

が
か
か
り
ま
し
た
が
、
「
か
ぜ
で

し
ょ
う
」
と
の
診
断
の
も
と
に
座

薬
を
も
ら
っ
て
帰
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
小
児
科
医
に
診
て
も

ら
え
な
か
っ
た
不
満
は
少
し
残
り

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
勿も

ち
ろ
ん論

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で

す
が
、
こ
こ
に
は
わ
が
国
（
西
条

市
）
が
か
か
え
る
小
児
医
療
の
問

題
点
が
集
約
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
１
番
目
の
問
題
点
は
医

療
側
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
お
母
さ

ん
は
小
児
科
医
に
診
察
し
て
も
ら

い
た
か
っ
た
の
で
す
。
患
者
さ
ん

側
か
ら
み
れ
ば
、
い
つ
で
も
、
ど

こ
で
も
、
無
料
（
安
く
）
で
、
よ

り
質
の
高
い
医
療
（
今
回
は
小
児

科
医
に
よ
る
診
察
）
を
求
め
る
こ

と
は
、
あ
る
意
味
で
は
当
然
だ
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
、
小
児
科
医

の
数
は
少
な
く
、
正
規
の
時
間
の

診
療
だ
け
で
も
か
な
り
疲
弊
し
て

い
る
現
状
が
あ
り
、
時
間
外
の
す

べ
て
の
患
者
さ
ん
に
対
応
で
き
る

状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

２
番
目
の
問
題
点
は
患
者
さ
ん

側
の
も
の
で
す
。
わ
が
国
の
保

護
者
は
急
病
に
対
す
る
過
度
の
不

安
、
特
に
発
熱
恐
怖
が
強
く
、
と

に
か
く
発
熱
＝
脳
の
障
害
と
い
う

誤
っ
た
認
識
が
多
く
の
保
護
者
の

間
に
存
在
し
、
発
熱
＝
一
刻
も
早

い
救
急
受
診
（
時
間
外
、
夜
間
、

休
日
）
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

核
家
族
化
の
た
め
に
若
い
お
母

さ
ん
の
看
護
能
力
が
低
く
な
っ
た

と
い
う
見
方
も
あ
り
ま
す
が
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
自
身
も
若
く
、
１
人

か
２
人
し
か
子
育
て
を
し
て
い
な

い
方
が
多
く
、
孫
と
い
う
か
わ
い

さ
も
手
伝
い
過
剰
な
反
応
を
し
て

い
る
場
合
も
多
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

受
診
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
考
え
る

上
で
参
考
に
な
る
も
の
に
小
児
救

急
電
話
相
談
事
業
と
い
う
も
の
が

あ
り
ま
す
。
「
＃
８
０
０
０
」
を

プ
ッ
シ
ュ
す
る
こ
と
に
よ
り
、
相

談
窓
口
に
自
動
転
送
さ
れ
て
ア
ド

バ
イ
ス
が
受
け
ら
れ
る
シ
ス
テ
ム

で
す
。
各
県
で
実
施
状
況
は
異
な

り
、
現
在
、
愛
媛
県
で
は
土
・
日

曜
日
、
祝
日
の
19
時
か
ら
23
時
ま

で
の
対
応
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、『
こ
ど
も
の
救
急―
お

か
あ
さ
ん
の
た
め
の
救
急
＆
予
防

サ
イ
ト
（http://w

w
w

.kodom
o-

qq.jp/

）』
も
参
考
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
一
番
大
切
な
こ
と
は

日
頃
か
ら
子
ど
も
さ
ん
の
様
子
を

十
分
に
観
察
し
て
お
き
、
今
回
の

熱
は
今
ま
で
と
は
違
う
、
呼
吸
も

お
か
し
い
し
、
絶
対
に
何
か
あ
り

そ
う
と
か
、
今
回
の
吐
き
方
は
い

つ
も
と
違
う
、
お
な
か
も
す
ご
く

痛
そ
う
だ
し
、
顔
色
も
悪
い
な
ど

の
症
状
が
あ
れ
ば
、
自
信
と
信
念

を
も
っ
て
時
間
外
受
診
を
し
て
く

だ
さ
い
。
ぜ
ひ
賢
い
お
母
さ
ん
に

な
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

小
児
救
急
の
本
質
は
、
①
早
期

治
療
を
行
い
重
症
化
さ
せ
ず
に
軽

症
で
終
わ
ら
せ
る
②
多
く
の
軽
症

疾
患
に
隠
れ
て
い
る
緊
急
・
重
症

疾
患
を
見
逃
さ
な
い
③
家
族
の
不

安
な
ど
社
会
医
学
的
要
素
で
の
受

診
行
動
が
主
体
で
、
純
医
学
的
な

医
療
側
の
考
え
で
線
引
き
で
き
な

い
こ
と
な
ど
で
す
。

　

医
学
的
に
軽
症
で
も
保
護
者
が

必
要
と
思
え
ば
そ
れ
は
救
急
な
の

で
す
。
し
か
し
、
一
方
で
こ
の
コ

ン
ビ
ニ
的
受
診
が
医
師
を
さ
ら
に

疲
弊
さ
せ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も

事
実
で
す
。

　

医
師
を
限
り
あ
る
医
療
資
源
と

考
え
、
上
手
に
そ
し
て
大
事
に
使

っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　食事バランスガイドで自分に見合った
食事の量を知っていただき、あなた自身
の食生活をプランニング（計画）します。
　バランスのよい食事をとるために食事
バランスガイドを活用し、食生活のポイ
ントをチェックしてみましょう。
受講時間　各13時30分～15時

中央保健センター

▼食生活プランニング講座　９月～11月の日程

９月19日(金)

東予保健センター ９月12日(金)

丹原保健センター ９月26日(金)

小松保健センター ９月５日(金)

場所・申込先

10月24日(金)

10月10日(金)

10月31日(金)

10月３日(金)

基　礎　編応　用　編

11月21日(金)

11月14日(金)

11月28日(金)

11月７日(金)

応　用　編
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▼ウォーキング完了認定者
　７月に完了認定証を交付した方は、
次のとおりです。（敬称略）
◆全国１周完了（10,310km）
　櫛部キサ子（上市）
◆北海道１周コース（2,190km）
　山内昌子（実報寺）
　青野サカエ（旦之上）
　菅　宗三（三芳）
　藤原　翠（古川甲）
　野口壽子（神拝甲）
◆九州１周コース（1,840km）
　川上元章（朔日市）
　稲井達夫（洲之内甲）
　杉野綾子（丹原町池田）
◆四国１周コース（940km）
　渡邉　光（国安）
　近藤　幸（丹原町願連寺）
　藤田君昭（丹原町北田野）
　藤田佳壽子（丹原町北田野）

　いつでもどこでも気軽にできるウォーキングは「何か運動を始めたい」と
思っている方にお勧めです。正しいウォーキングを習得し、日常生活の中に
うまく取り入れましょう。
対象　おおむね30歳以上の市民
内容　正しいウォーキングのポイントを習得後、３～５㎞のコースをウォー
　キングします。ウォーキングの前後にはストレッチ運動も行います。定期
　的に体重・体脂肪などの測定を行い、身体状況の評価も行います。
申込方法　申し込みは９月８日(月)から受け付けます。教室への参加は、毎月
　実施する「初回指導」を受講してからとなります。教室の開催期間中であ
　れば、都合のよい月から参加でき、参加回数も自由です。
申込先　各保健センター

中央保健センター

場　　所 日　　時 初回指導実施日

▼ウォーキング教室の場所・日時　※祝日・年末年始は休講します。

毎週水曜日　９時～10時15分
　　　　　　10時30分～11時45分 毎月第２水曜日

東予保健センター 毎月第２木曜日毎週木曜日　13時30分～15時

第１・３木曜日　13時30分～15時

第２・４水曜日　13時30分～15時

丹原保健センター 毎月第３木曜日

小松保健センター 毎月第４水曜日
おめでとうございました。

　平均寿命が延びている昨今、少しでも長く健康で自立した生活を
送れることが理想です。身近な病気について勉強してみませんか？

タバコについての健康講座　～なぜタバコをやめられないの!?～

日時・場所：９月18日(木)　19時30分～21時　　中央保健センター
　　　　　　10月９日(木)　19時30分～21時　　東予保健センター
対象：禁煙したい方、家族に喫煙者がいる方　　定員：各80人程度
講師：いしづちやまクリニック　中川秀和氏
申込先：各保健センター

男性のための健康講座　～知っておきたい男性の病気～
日時・場所：10月28日(火)　19時30分～21時　　東予保健センター
　　　　　　10月30日(木)　19時30分～21時　　中央保健センター
対象：男性　　定員：各80人程度
講師：28日…市立周桑病院　泌尿器科　越智淳三氏
　　　30日…西条愛寿会病院　泌尿器科　守山和道氏
申込先：各保健センター

★今後開催予定の市民健康講座（順次、広報紙でお知らせします）
　よくわかるメタボリック予防講座、お口の健康講座、脳の病気に
ついて

　９月は敬老会・運動会・行楽などの行事が
多く、集団食中毒が多発する時節です。会食
などの弁当は食べる直前に配送してもらい、
必ず冷所に保管し、すぐ食べ、絶対に持ち帰
らないようにしましょう。

西条保健所生活衛生課　℡0897－56－1300
西条・新居浜地区食品衛生協会
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12日㈮　  9：30～11：00　小松保健センター

16日㈫　10：30～11：30　玉津公民館

９日㈫　  9：30～11：00　中央保健センター

４日㈭　  9：30～11：00　丹原保健センター

３日㈬　  9：30～11：00　東予北地域交流センター

８日㈪　13：30～15：00　東予保健センター

■赤ちゃん健康情報
◆ぽかぽか広場
　妊娠や出産、育児などについての相談や
情報交換が行えます。
○日時　毎週火曜日（祝日除く）
　　　　10時～15時
○場所・問合せ　中央保健センター
◆チェリーくらぶ
　子どもの遊び場や保護者の方が気軽にお
しゃべりのできる空間を提供しています。
○日時　毎週月・木曜日（祝日除く）
　　　　９時～16時
○場所・問合せ　小松保健センター

■成人向け健康相談
◆健康栄養相談（予約制）
９/１㈪　小松保健センター     9:00～11:00
９/８㈪　中央保健センター     9:00～11:00
９/８㈪　東予保健センター     9:00～11:00
９/12㈮　丹原保健センター     9:00～11:00
９/16㈫　中央保健センター     9:00～11:00
９/19㈮　小松保健センター     9:00～11:00
９/22㈪　東予保健センター     9:00～11:00

■産業保健健康相談
○日時　９月25日㈭　13時～15時
○場所　西条商工会議所２階小会議室
○対象　働いている方
○申込先　地域産業保健センター（℡0897
　－36－1788）、西条市医師会（℡0897－
　56－2211）

■西条保健所情報
◆一般健康診断（有料）
　９/１㈪　13:30～14:30
◆エイズ血液検査・相談（匿名・無料）
　毎週月曜日（祝日除く）　10:00～11:00
◆骨髄バンク登録（要予約）
　毎週月曜日（祝日除く）　  9:00～15:00
◆精神保健相談（要予約）
　９/３㈬　13:30～15:30
◆思春期保健相談・女性の健康相談（要予約）
　９/９㈫　13:00～15:00
○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

■９月の献血日程
９/19㈮　フジグラン西条　   10:00～16:00
○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

※場所　中央：中央保健センター、東予：東予保健センター、小松：小松保健センター
※母子健康手帳・アンケート（育児のしおり内）を持参してください。
※対象地区の場所以外で受診される場合は、事前に中央保健センターへご連絡ください。

内容 期日 受付時間 場所 対象児 地区

３カ月児
健診

13：00～14：00

小松 小松

９日㈫
25日㈭

16日㈫

10日㈬
18日㈭
２日㈫
11日㈭

13：00～13：30 東予 東予平成20年５月１日～
５月31日の出生児

平成20年５月１日～
６月30日の出生児13：00～13：30

中央 西条

１歳６カ
月児健診 13：00～14：00 中央 西条

東予・丹原・小松

平成19年２月１日～
２月28日の出生児

13：00～13：30 東予 東予・丹原・小松

３歳児
健診

13：00～13：30 東予 平成17年８月１日～
８月31日の出生児13：00～14：00 中央 西条

　肺がんＣＴ検診は、２年に１回の受診です。今年度の対象者は、平成21年
３月31日現在において40歳以上で、明治～昭和の偶数年生まれの方です。
　喫煙指数（１日当たりの喫煙本数×喫煙年数）が400以上ある方とその家
族、せき・たんが出やすい方、家族に肺がん歴がある方は、ぜひ受診してく
ださい。
検査内容　胸部断層撮影
実施場所・日程　○中央保健センター　10月23日(木)
　　　　　　　　○中央保健センター　10月24日(金)
　　　　　　　　○小松保健センター　９月９日(火)
申込方法　各保健センターへお申し込みください。
※中央保健センター実施分は９月８日(月)から申込受付を開始します。小松保
　健センター実施分は現在申込受付中です。
注意事項
○検診は予約制です。定員になり次第、受付を締め切ります。
○ペースメーカーの使用者は受診できません。
○肺がんＣＴ検診を受診すると、総合健診の肺がん検診は受診できません。

　国から委託された「えひめ社会保険センター」が市内で実施する「健康づ
くり」「生きがいづくり」講座の後期（10月～３月）受講生を募集します。
受講料　各18,000円
申込方法　電話でお申し込みください。（受付は９月１日(月)から開始）
申込先　えひめ社会保険センター　℡089－941－3301
　　　　URL http://www.ehime-iinet.or.jp/esc/

注意事項　○各健診・検診は予約制です。定員になり次第、受付を締め切りますのでご注意ください。
　　　　　○「健康診査」は年に１回の受診です。総合健診、個別健診、短期人間ドック・脳ドックのいずれかを選んで受診してく
　　　　　　ださい。
　　　　　○平成19年度の「乳がん検診」を受診していない方で、明治～昭和の奇数年生まれの方（昨年度30歳以上の女性）は、平
　　　　　　成20年度の「乳がん検診」が受診できますので、申込時にお問い合わせください。

対象者　○平成21年３月31日現在で、18～39歳の方、国民健
　　　　　康保険に加入する40～74歳の方
　　　　○受診する日で、75歳以上の方（後期高齢者）
検査内容　問診、血圧測定、尿検査、身体計測、腹囲測定、
　　　　血液検査、診察
　　　　※75歳以上の方には腹囲測定を実施しません。
受診の際に必要なもの
○国民健康保険に加入する40～74歳の方は「保険証」と「特
　定健診受診券」をお持ちください。
○75歳以上の方は「保険証」と申込後に送付する「予約票」
　をお持ちください。

対象者　平成21年３月31日現在で、40歳の方、過去に肝炎ウ
　　　イルス検診を受診していない41歳以上の方
検査内容　Ｃ型・Ｂ型肝炎ウイルス血液検査

胃がん検診
　対象者：18歳以上の方　　検査内容：胃部レントゲン
肺がん検診
　対象者：18歳以上の方　　検査内容：胸部レントゲン
大腸がん検診
　対象者：30歳以上の方　　検査内容：便潜血検査
腹部超音波検診
　対象者：30歳以上で明治～昭和の偶数年生まれの方
　検査内容：腹部画像検査
前立腺がん検診
　対象者：50歳以上の男性で明治～昭和の偶数年生まれの方
　検査内容：血液検査（腫瘍マーカー）
乳がん検診
　対象者：30歳以上の女性で明治～昭和の偶数年生まれの方
　検査内容：マンモグラフィー（レントゲン）
子宮頚（けい）がん検診
　対象者：18歳以上の女性　　検査内容：視診・細胞診

がん検診の対象者・検査内容健康診査の対象者・検査内容

肝炎ウイルス検診の対象者・検査内容

総合健診の日程・場所・申込先
受付時間：●…午前（８時30分～11時）　　○…午後（13時～13時40分）　　■…午前・午後（８時30分～11時・13時～14時30分）

肺 大腸 超音波 前立腺 乳 子宮胃
● ● ● ● ● ● ●●
● ● ● ● ● ● ●●
● ● ● ● ● ●●
● ● ● ● ● ● ○●
● ● ● ● ● ●●
● ● ● ● ● ● ○●
● ■ ■ ● ■ ■ ○■

● ■ ■ ● ■ ■ ○■

● ■ ■ ● ■ ■ ○■

● ■ ■ ● ■ ■ ○

○

■

● ■ ■ ● ■ ■ ○■

● ● ● ● ● ● ○●
● ● ● ● ● ●●
● ● ● ● ● ●●

● ● ● ● ● ●●
● ● ● ● ● ● ○●
● ● ● ● ● ●●
● ● ● ● ● ● ●●
● ● ● ● ● ● ○●
● ● ● ● ● ●●

● ● ● ● ● ● ○●
● ● ● ● ● ●●
● ● ● ● ● ●●
● ● ● ● ● ● ○●
● ● ● ● ● ●●
● ● ● ● ● ●●
● ● ● ● ● ● ○●
● ● ● ● ● ● ○●
● ● ● ● ●●
● ● ● ● ● ● ○●
● ● ● ● ● ● ○●

● ● ● ● ● ●●
● ● ● ● ● ●●

● ● ● ● ● ● ○●
● ● ● ● ● ●●

がん検診 申込先実施場所日程

中央保健センター
℡0897－52－1215

東予保健センター
℡0898－64－5333

※９月４日㈭
　９月５日㈮
　実施分は、
　現在受付中

９月８日(月)
受付開始

現在受付中

丹原保健センター
℡0898－68－7300

小松保健センター
℡0898－72－6515

現在受付中

現在受付中

９／４ ㈭
９／５ ㈮
10／６ ㈪
10／７ ㈫
10／27 ㈪
10／28 ㈫
10／29 ㈬
10／31 ㈮
11／４ ㈫
11／５ ㈬
11／６ ㈭
12／８ ㈪
12／９ ㈫
９／11 ㈭
９／12 ㈮
９／25 ㈭
９／26 ㈮
10／22 ㈬
10／23 ㈭
10／24 ㈮
10／26 ㈰
11／13 ㈭
11／14 ㈮
11／17 ㈪
12／１ ㈪
９／３ ㈬
９／16 ㈫
９／17 ㈬
９／18 ㈭
９／19 ㈮
９／22 ㈪
９／24 ㈬
９／29 ㈪
９／30 ㈫
10／１ ㈬

西
条

地
区

東
予

丹
原

小
松

中央保健センター

中央保健センター

東予保健センター

丹原保健センター

丹原保健センター

小松保健センター

桜樹公民館
中川公民館
田野公民館

飯岡公民館

健康診査
肝炎ウイルス検診

▼東予総合福祉センター（ほほえみプラザ）で実施する講座

山中絹子10：00～11：30水曜日・18回
森　園子13：00～14：30水曜日・18回
金村紀子19：00～20：30木曜日・18回
金村紀子10：00～11：30金曜日・18回
ロケ・ナニ田中13：00～14：30金曜日・18回

曜日・回数 時　　間講　　座　　名 講 師 名

曜日・回数 時　　間講　　座　　名 講 師 名
太極拳

湯口賢彦19：00～20：30水曜日・18回太極拳
松浦　堅10：30～12：00金曜日・18回自力整体＆メタボ予防
新名孝子･金森三佳19：30～21：00金曜日・18回パワーヨガ＆ピラティス

かわいい文化箏（13弦短箏）
ホームヨガ①
ホームヨガ②
ハワイアン・フラダンス

▼総合福祉センター（もてこい元気館）で実施する講座

イ
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12日㈮　  9：30～11：00　小松保健センター

16日㈫　10：30～11：30　玉津公民館

９日㈫　  9：30～11：00　中央保健センター

４日㈭　  9：30～11：00　丹原保健センター

３日㈬　  9：30～11：00　東予北地域交流センター

８日㈪　13：30～15：00　東予保健センター

■赤ちゃん健康情報
◆ぽかぽか広場
　妊娠や出産、育児などについての相談や
情報交換が行えます。
○日時　毎週火曜日（祝日除く）
　　　　10時～15時
○場所・問合せ　中央保健センター
◆チェリーくらぶ
　子どもの遊び場や保護者の方が気軽にお
しゃべりのできる空間を提供しています。
○日時　毎週月・木曜日（祝日除く）
　　　　９時～16時
○場所・問合せ　小松保健センター

■成人向け健康相談
◆健康栄養相談（予約制）
９/１㈪　小松保健センター     9:00～11:00
９/８㈪　中央保健センター     9:00～11:00
９/８㈪　東予保健センター     9:00～11:00
９/12㈮　丹原保健センター     9:00～11:00
９/16㈫　中央保健センター     9:00～11:00
９/19㈮　小松保健センター     9:00～11:00
９/22㈪　東予保健センター     9:00～11:00

■産業保健健康相談
○日時　９月25日㈭　13時～15時
○場所　西条商工会議所２階小会議室
○対象　働いている方
○申込先　地域産業保健センター（℡0897
　－36－1788）、西条市医師会（℡0897－
　56－2211）

■西条保健所情報
◆一般健康診断（有料）
　９/１㈪　13:30～14:30
◆エイズ血液検査・相談（匿名・無料）
　毎週月曜日（祝日除く）　10:00～11:00
◆骨髄バンク登録（要予約）
　毎週月曜日（祝日除く）　  9:00～15:00
◆精神保健相談（要予約）
　９/３㈬　13:30～15:30
◆思春期保健相談・女性の健康相談（要予約）
　９/９㈫　13:00～15:00
○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

■９月の献血日程
９/19㈮　フジグラン西条　   10:00～16:00
○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

※場所　中央：中央保健センター、東予：東予保健センター、小松：小松保健センター
※母子健康手帳・アンケート（育児のしおり内）を持参してください。
※対象地区の場所以外で受診される場合は、事前に中央保健センターへご連絡ください。

内容 期日 受付時間 場所 対象児 地区

３カ月児
健診

13：00～14：00

小松 小松

９日㈫
25日㈭

16日㈫

10日㈬
18日㈭
２日㈫
11日㈭

13：00～13：30 東予 東予平成20年５月１日～
５月31日の出生児

平成20年５月１日～
６月30日の出生児13：00～13：30

中央 西条

１歳６カ
月児健診 13：00～14：00 中央 西条

東予・丹原・小松

平成19年２月１日～
２月28日の出生児

13：00～13：30 東予 東予・丹原・小松

３歳児
健診

13：00～13：30 東予 平成17年８月１日～
８月31日の出生児13：00～14：00 中央 西条

　肺がんＣＴ検診は、２年に１回の受診です。今年度の対象者は、平成21年
３月31日現在において40歳以上で、明治～昭和の偶数年生まれの方です。
　喫煙指数（１日当たりの喫煙本数×喫煙年数）が400以上ある方とその家
族、せき・たんが出やすい方、家族に肺がん歴がある方は、ぜひ受診してく
ださい。
検査内容　胸部断層撮影
実施場所・日程　○中央保健センター　10月23日(木)
　　　　　　　　○中央保健センター　10月24日(金)
　　　　　　　　○小松保健センター　９月９日(火)
申込方法　各保健センターへお申し込みください。
※中央保健センター実施分は９月８日(月)から申込受付を開始します。小松保
　健センター実施分は現在申込受付中です。
注意事項
○検診は予約制です。定員になり次第、受付を締め切ります。
○ペースメーカーの使用者は受診できません。
○肺がんＣＴ検診を受診すると、総合健診の肺がん検診は受診できません。

　国から委託された「えひめ社会保険センター」が市内で実施する「健康づ
くり」「生きがいづくり」講座の後期（10月～３月）受講生を募集します。
受講料　各18,000円
申込方法　電話でお申し込みください。（受付は９月１日(月)から開始）
申込先　えひめ社会保険センター　℡089－941－3301
　　　　URL http://www.ehime-iinet.or.jp/esc/

注意事項　○各健診・検診は予約制です。定員になり次第、受付を締め切りますのでご注意ください。
　　　　　○「健康診査」は年に１回の受診です。総合健診、個別健診、短期人間ドック・脳ドックのいずれかを選んで受診してく
　　　　　　ださい。
　　　　　○平成19年度の「乳がん検診」を受診していない方で、明治～昭和の奇数年生まれの方（昨年度30歳以上の女性）は、平
　　　　　　成20年度の「乳がん検診」が受診できますので、申込時にお問い合わせください。

対象者　○平成21年３月31日現在で、18～39歳の方、国民健
　　　　　康保険に加入する40～74歳の方
　　　　○受診する日で、75歳以上の方（後期高齢者）
検査内容　問診、血圧測定、尿検査、身体計測、腹囲測定、
　　　　血液検査、診察
　　　　※75歳以上の方には腹囲測定を実施しません。
受診の際に必要なもの
○国民健康保険に加入する40～74歳の方は「保険証」と「特
　定健診受診券」をお持ちください。
○75歳以上の方は「保険証」と申込後に送付する「予約票」
　をお持ちください。

対象者　平成21年３月31日現在で、40歳の方、過去に肝炎ウ
　　　イルス検診を受診していない41歳以上の方
検査内容　Ｃ型・Ｂ型肝炎ウイルス血液検査

胃がん検診
　対象者：18歳以上の方　　検査内容：胃部レントゲン
肺がん検診
　対象者：18歳以上の方　　検査内容：胸部レントゲン
大腸がん検診
　対象者：30歳以上の方　　検査内容：便潜血検査
腹部超音波検診
　対象者：30歳以上で明治～昭和の偶数年生まれの方
　検査内容：腹部画像検査
前立腺がん検診
　対象者：50歳以上の男性で明治～昭和の偶数年生まれの方
　検査内容：血液検査（腫瘍マーカー）
乳がん検診
　対象者：30歳以上の女性で明治～昭和の偶数年生まれの方
　検査内容：マンモグラフィー（レントゲン）
子宮頚（けい）がん検診
　対象者：18歳以上の女性　　検査内容：視診・細胞診

がん検診の対象者・検査内容健康診査の対象者・検査内容

肝炎ウイルス検診の対象者・検査内容

総合健診の日程・場所・申込先
受付時間：●…午前（８時30分～11時）　　○…午後（13時～13時40分）　　■…午前・午後（８時30分～11時・13時～14時30分）

肺 大腸 超音波 前立腺 乳 子宮胃
● ● ● ● ● ● ●●
● ● ● ● ● ● ●●
● ● ● ● ● ●●
● ● ● ● ● ● ○●
● ● ● ● ● ●●
● ● ● ● ● ● ○●
● ■ ■ ● ■ ■ ○■

● ■ ■ ● ■ ■ ○■

● ■ ■ ● ■ ■ ○■

● ■ ■ ● ■ ■ ○

○

■

● ■ ■ ● ■ ■ ○■

● ● ● ● ● ● ○●
● ● ● ● ● ●●
● ● ● ● ● ●●

● ● ● ● ● ●●
● ● ● ● ● ● ○●
● ● ● ● ● ●●
● ● ● ● ● ● ●●
● ● ● ● ● ● ○●
● ● ● ● ● ●●

● ● ● ● ● ● ○●
● ● ● ● ● ●●
● ● ● ● ● ●●
● ● ● ● ● ● ○●
● ● ● ● ● ●●
● ● ● ● ● ●●
● ● ● ● ● ● ○●
● ● ● ● ● ● ○●
● ● ● ● ●●
● ● ● ● ● ● ○●
● ● ● ● ● ● ○●

● ● ● ● ● ●●
● ● ● ● ● ●●

● ● ● ● ● ● ○●
● ● ● ● ● ●●

がん検診 申込先実施場所日程

中央保健センター
℡0897－52－1215

東予保健センター
℡0898－64－5333

※９月４日㈭
　９月５日㈮
　実施分は、
　現在受付中

９月８日(月)
受付開始

現在受付中

丹原保健センター
℡0898－68－7300

小松保健センター
℡0898－72－6515

現在受付中

現在受付中

９／４ ㈭
９／５ ㈮
10／６ ㈪
10／７ ㈫
10／27 ㈪
10／28 ㈫
10／29 ㈬
10／31 ㈮
11／４ ㈫
11／５ ㈬
11／６ ㈭
12／８ ㈪
12／９ ㈫
９／11 ㈭
９／12 ㈮
９／25 ㈭
９／26 ㈮
10／22 ㈬
10／23 ㈭
10／24 ㈮
10／26 ㈰
11／13 ㈭
11／14 ㈮
11／17 ㈪
12／１ ㈪
９／３ ㈬
９／16 ㈫
９／17 ㈬
９／18 ㈭
９／19 ㈮
９／22 ㈪
９／24 ㈬
９／29 ㈪
９／30 ㈫
10／１ ㈬

西
条

地
区

東
予

丹
原

小
松

中央保健センター

中央保健センター

東予保健センター

丹原保健センター

丹原保健センター

小松保健センター

桜樹公民館
中川公民館
田野公民館

飯岡公民館

健康診査
肝炎ウイルス検診

▼東予総合福祉センター（ほほえみプラザ）で実施する講座

山中絹子10：00～11：30水曜日・18回
森　園子13：00～14：30水曜日・18回
金村紀子19：00～20：30木曜日・18回
金村紀子10：00～11：30金曜日・18回
ロケ・ナニ田中13：00～14：30金曜日・18回

曜日・回数 時　　間講　　座　　名 講 師 名

曜日・回数 時　　間講　　座　　名 講 師 名
太極拳

湯口賢彦19：00～20：30水曜日・18回太極拳
松浦　堅10：30～12：00金曜日・18回自力整体＆メタボ予防
新名孝子･金森三佳19：30～21：00金曜日・18回パワーヨガ＆ピラティス

かわいい文化箏（13弦短箏）
ホームヨガ①
ホームヨガ②
ハワイアン・フラダンス

▼総合福祉センター（もてこい元気館）で実施する講座

イ
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■電話予約が可能な証明書等（担当課）

○住民票、印鑑登録証明書（市庁舎本館市民課、各総合支所市民福祉課）

○所得証明書、納税証明書、評価証明書など（市庁舎本館納税課、各総合支所税務課）

■電話予約の受付日時　月～金曜日の８時30分～17時15分（祝日・年末年始を除く）

■予約交付の電話番号　各庁舎の代表電話番号（10頁上段に記載）へおかけください。

※各書類の交付には１通につき200円の手数料が必要です。交付の際に持参いただくものなど、詳しくは電話予約の際にお問い合わせください。

　住民票、印鑑登録証明書、税の証

明書等は、担当課へ電話予約をして

おけば、市役所の執務時間外（夜間、

土・日曜日、祝日など）にそれぞれ

の庁舎で受け取ることができます。

９月の当番病医院 ※当番病医院は変更する場合がありますので、受診される方は各病医院
　もしくはテレホンサービス ℡0897－58－2200 でご確認ください。

※　当番病医院は受診できない診療科がありますので、必ず当番病医院で確認してください。　　
※　急病以外は診療時間内に受診しましょう。　　

日 区分

平日夜間の当番病医院

区分日

渡部内科病院 （64－1200）

内科
外科
内科
外科

内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科

内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科

10
(水)
11
(木)

９
(火)

12
(金)
13
(土)

１
(月)

３
(水)
４
(木)

２
(火)

５
(金)
６
(土)
８
(月)

（市外局番０８９７） （市外局番０８９８）（市外局番０８９７） （市外局番０８９８）

平日（夜間）18時から22時まで 平日（夜間）18時から22時まで

内科
外科
内科
外科

内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科

内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科

26
(金)
27
(土)

25
(木)

29
(月)

16
(火)

18
(木)
19
(金)

17
(水)

20
(土)
22
(月)
24
(水)

土岐医院 （56－2090）

矢野医院 （55－1777）

としもり内科 （53－6300）

あぜち内科 （52－1630）

西条愛寿会病院 （55－2300）

伊賀整形外科 （52－0800）

回生堂医院 （55－3101）西条愛寿会病院 （55－2300）

星加小児科内科F.C （55－3105）

あおのクリニック （52－1155）

米田脳神経外科 （56－9165）

まなべ病院 （57－7011）

かりやま整形外科 （47－1717）

和田内科皮膚科 （55－0515）

坂根医院 （55－4021）
佐藤クリニック （57－8200）

ながい小児科 （53－7707）

宮島小児科医院 （55－2615）

まなべ病院 （57－7011）
高橋こどもクリニック（55－0776）

（56－0885）秋山医院

横山病院 （72－2121）

弓山外科 （64－3182）

横山病院 （72－2121）

区分
（市外局番０８９７）（市外局番０８９８）

休日（昼間）９時から18時まで

休日の当番病医院

内科
外科
内科
外科

秋山医院 （56－0885）

内科
外科
内科
外科

としもり内科 （53－6300）

伊賀整形外科 （52－0800）
宮島小児科医院（55－2615）

内科
外科
内科
外科

あおのクリニック （52－1155）
横山病院 （72－2121）

西条中央病院 （56－0300）

済生会西条病院（55－5100）

奥田外科 （64－3331）
こまつ医院 （72－5862）

あおの循環器科（68－3300）

河野内科医院 （73－2950）
いしづちやまクリニック（68－8885）

玉置内科小児科（66－3735）

伊藤医院 （64－2384）

村上内科皮膚科（72－2436）
飯尾皮膚泌尿器科（64－5577）
まつうら小児科（64－0460）

今井クリニック整形外科（68－8118）

日

７
(日)
14
(日)
15
(月)
21
(日)
23
(火)
28
(日)

（市外局番０８９７）（市外局番０８９８）

休日（夜間）18時から22時まで

回生堂医院 （55－3101）

西条中央病院 （56－0300）
済生会西条病院（55－5100）

村上記念病院 （56－2300）

篠原内科外科耳鼻科（56－3521）

30
(火)

内科
外科

まなべ病院 （57－7011）

西条中央病院 （56－0300）

西条中央病院 （56－0300）

（55－2002）星加医院

まなべ病院 （57－7011）

横山病院 （72－2121）

村上記念病院 （56－2300）

和田内科皮膚科 （55－0515）

土岐医院 （56－2090）

（55－2002）星加医院

高橋こどもクリニック（55－0776）

星加小児科内科F.C （55－3105）

篠原内科外科耳鼻科（56－3521）

中村医院 （66－0606）

横山病院 （72－2121）

飯尾皮膚泌尿器科 （64－5577）
こまつ医院 （72－5862）

松田循環器科内科 （76－1117）

茎田医院 （66－0555）

安永クリニック （64－5760）

福田医院 （68－7243）

田中内科 （66－1700）

キッズクリニックパパ （76－1788）
奥田外科 （64－3331）

玉置内科小児科 （66－3735）

河野内科医院 （73－2950）

伊藤医院 （64－2384）
あおの循環器科 （68－3300）

そのべ医院 （64－0660）

行本医院 （66－0609）

共立病院 （64－2662）

田渕外科 （65－5651）

角産婦人科 （64－3168）

森山内科 （65－4332）

まつうら小児科 （64－0460）

村上内科皮膚科 （72－2436）

周桑同仁医院 （68－7233）

横山病院 （72－2121）

近藤クリニック （64－2760）

浦部医院 （72－3266）

今井クリニック整形外科（68－8118）

いしづちやまクリニック（68－8885）

森内科 （64－5858）

平田クリニック （76－2256）

くしべ整形外科 （76－7555）

黒田医院 （64－3780）

中村内科胃腸科 （68－4976）

田中内科 （66－1700）

福田医院 （68－7243）

中村医院 （66－0606）

市立周桑病院 （64－2630）

市立周桑病院 （64－2630）

市立周桑病院 （64－2630）
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平成20年7月末日現在
住民基本台帳登録数 (   )内は前月比

人　口    115,235 人    （－  3人）

　男　　55,218 人    （＋  8人）

　女　　60,017 人    （－ 11人）

世　帯　 47,262世帯（＋19世帯）

■市政だより
　0897ー53ー1500（常時）

■当番病医院
　0897ー58ー2200（常時）

■災害情報
　0897ー55ー5551（発生時）

■民話テレホン
　0897ー52ー1270（常時）

　皆さんは「宝くじ」の収益金が公
共事業等に使われているのをご存じ
ですか？　財団法人日本宝くじ協会
のホームページによると、発売総額
の約40％が収益金として公共事業等
のために使われているそうです。
　毎回夢を追って宝くじを買う一人
ですが、夢をかなえるのは至難の業
ですね。この間買ったサマージャン
ボも無残に散りました。
　次はオータムに賭けるか!?（ト）

No.37　コムクドリ（旅鳥）
　ムクドリとの違いは、体長が少し小さく、白っぽい頭部、
くちばしと脚が黒いことなどで見分けられます。
　西条では渡り途中の４・５月頃と９・10月頃に、海岸近
くの電線や河川敷・公園の雑木にとまり、ムクドリと行動
を共にしているところが見られます。

撮
影：

十
亀
茂
樹

　

小
松
町
新
屋
敷
に
あ
る
本
善
寺

は
、
伊
勢
神
戸
よ
り
入
部
し
た
小

松
藩
初
代
藩
主
で
あ
る
一
柳
直
頼

公
に
従
い
小
松
入
り
し
た
重
臣
の

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

荒
木
角
兵
衛
重
勝
に
よ
っ
て
、
寛

永
年
間
に
開
創
さ
れ
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
重
勝
は
阿

弥
陀
如
来
坐
像
を
当
寺
に
安
置
し
、

小
松
藩
の
藩
寺（
藩
士
の
菩
提
寺
）

と
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
阿
弥
陀
如
来
坐
像
は
、
木
造
り

金
箔
押
し
の
美
し
い
仏
像
で
、
製

作
は
平
安
時
代
末
期
か
ら
鎌
倉
時

代
初
期
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
慈

愛
に
満
ち
た
表
情
や
お
お
ら
か
な

体
と
衣
の
表
現
は
作
製
当
時
を
偲し

の

ば
せ
る
美
し
い
も
の
で
、
平
成
３

年
７
月
19
日
に
市
の
文
化
財
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
山
門
の
軒
下
に
は
、
当

寺
の
山
号
で
あ
る
「
聞
名
山
」

の
扁
額
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
扁
額

は
、
三
代
藩
主
一
柳
直
卿
公
の
直

筆
と
い
わ
れ
、
署
名
や
印
章
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
小
松
邑
志
に
「
本

善
寺　

表
門
聞
名
山
ノ
額　

御
同

公
（
直
卿
公
）
筆
」
と
あ
り
、
伝

来
を
伝
え
て
い
ま
す
。
こ
の
扁
額

も
平
成
９
年
３
月
14
日
に
市
の
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

近
隣
に
は
、
近
藤
篤
山
旧
邸
や

郷
土
資
料
室
（
温
芳
図
書
館
内
）

な
ど
、
藩
政
時
代
を
偲
ば
せ
る
建

物
や
資
料
が
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。

■
住
所　

新
屋
敷
甲
３
０
６
７

　
　
　
　

（
小
松
公
民
館
東
隣
）

■
駐
車
場　

あ
り

N

近藤篤山旧邸

←松山 西条→
国道 11号

旧国道

JR 予讃線

小松小学校

小松郵便局
小松
総合支所

JR伊予小松駅

本
善
寺

小
松
公
民
館

小
松
温
芳

　

図
書
館

第
40
回
　

本

善

寺

▲　本善寺外観（写真上）と市指定文化財の
　扁額（写真下左）と阿弥陀如来坐像（写真右）



月 日 曜 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料 問 合 せ

丹原町田野上方2131－1　℡0898－68－3555

神拝甲79－4　℡0897－53－5500

【９月の休館日】 毎週月曜日（15日開館）

【９月の休館日】 毎週月曜日（15日開館）、16日㈫

※催物については、主催者の都合で変更することがあります。

※催物については、主催者の都合で変更することがあります。

13：00
丹原文化会館　℡0898－68－3555吹奏楽クリニック 500円9：00

10：00

全　館日28
西条市危機管理課　℡0897－52－1284西条市交通安全市民大会 無　料13：30 小ホール金26

9：00 西条市高齢介護課　℡0897－52－1292第４回西条市老人福祉大会 無　料

無　料

無　料

9：30 大ホール金26
12：30 丹原文化会館　℡0898－68－3555

丹原文化会館　℡0898－68－3555

おかえり！　分山貴美子リサイタル  ～くちぶえ天国～

鶯哥塾2008歌謡祭　鶯哥・夢歌コンサート

あっ！かりん　秋果林　かのうかりん展 ※17時30分まで展示

13：30 大ホール

9：00 今井三千代歌謡教室　℡0898－64－214110：00 大ホール

小ホール

火23

日21
無　料西条市差別をなくする市民のつどい 18：00 市教育委員会丹原分室　℡0898－68－730018：30 大ホール土６９

月 日 曜 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料 問 合 せ

大ホール

９

新垣勉コンサート2008 ～いちゃりばちょーでー（出逢えば兄弟）～ 13：30日28 14：00 総合文化会館　℡0897－53－5500
小ホール友の会恒例　生バンドでおくる　うたごえ喫茶 18：00 無　料金26 18：30 総合文化会館友の会事務局　℡0897－53－5500
大ホール済生会西条病院創立50周年記念　講演会・ピアノコンサート 13：00 無　料日21 13：30 済生会西条病院　℡0897－55－5100
小ホール西条市障害者福祉のつどい 9：00 無　料土20 10：00 西条市社会福祉課　℡0897－52－1214
小ホール「人と水」シンポジウム　水のつながりを考える 12：00 無　料月15 13：00 西条市環境課　℡0897－52－1382
小ホール社交ダンスパーティー 11：30 1000円日14 12：00 西条竹ダンス（若原）　℡0897－56－6348
小ホール西条中央病院市民健康教室 14：00 無　料土13 14：30 西条中央病院総務課　℡0897－56－0300
大ホール松田歌謡教室　演歌の祭典 9：30 無　料日７ 10：00 松田歌謡教室　℡0897－57－9209

Ｓ席1500円
Ａ席1000円

１階席4500円
２階席4000円

23

25

火

木

10/25 土 18時開演　総合文化会館大ホール

９月23日㈫～25日㈭
10時～17時30分

９/28 日 14時開演　総合文化会館大ホール

入場料 １階：4,500円 ２階：4,000円（全席指定）
※未就学児童は入場できません。

９/23 火 13時30分開演
丹原文化会館大ホール

入場料：Ｓ指定席1,500円、Ａ指定席1,000円
チケット好評発売中！

丹原文化会館小ホール
今治市出身のアーティスト加納果林さんの作品展（入場無料）

物心ついた頃から鳥に慣れ親しんで育ち、いつしか
くちぶえで呼びかけるようになる。日本では数少な
いプロの女性口笛演奏家。国際口笛大会優勝者。
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